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海
を
越
え
た
唱
和
（
深
澤
）

一

　

中
国
と
日
本
の
唱
和
に
つ
い
て
述
べ
る
本
論
文
の
は
じ
め
は
、
ま

ず
中
国
側
の
当
事
者
の
龍
氏
か
ら
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
龍
楡

生
（
一
九
〇
二

－

一
九
六
六
）、
本
名
は
沐
勛
、
別
号
は
忍
寒
居
士
、

風
雨
竜
吟
室
主
、
江
西
省
万
載
県
の
人
。
中
国
の
小
唄
「
詞
」
の
実

作
者
、
研
究
者
と
し
て
著
名
で
、
二
〇
世
紀
の
詞
学
大
師
と
称
さ
れ

る
。

　

若
い
こ
ろ
は
、
国
学
者
の
黄
侃
、
文
学
評
論
家
の
陳
衍
に
師
事
し

て
詩
を
学
び
、
ま
た
詞
学
の
権
威
で
あ
る
朱
祖
謀
か
ら
音
韻
学
と
詩

詞
を
学
ん
だ
。
前
後
し
て
上
海
の
曁
南
大
学
、
広
州
の
中
山
大
学
、

南
京
の
中
央
大
学
な
ど
で
教
授
を
つ
と
め
た
。

　

一
九
二
九
年
か
ら
詞
学
の
論
文
を
書
き
は
じ
め
、
一
九
三
三
年
に

は
上
海
で
「
詞
学
季
刊
」
を
創
刊
し
、
主
編
を
つ
と
め
た
。
一
九
四

〇
年
に
は
南
京
で
汪
精
衛
の
資
金
援
助
の
も
と
詞
学
研
究
の
「
同
声

月
刊
」
を
創
刊
し
、
日
本
の
諸
大
学
と
も
交
流
し
た
。
と
く
に
一
九

三
四
年
四
月
、「
詞
学
季
刊
」
に
発
表
し
た
論
文
「
研
究
詞
学
之
商

榷
」
で
は
、
詞
学
を
正
式
に
定
義
し
、
詞
学
研
究
の
八
つ
の
方
面
を

提
示
し
た
。

　

一
九
四
九
年
の
新
中
国
成
立
後
は
、
一
九
五
二
年
か
ら
一
九
五
六

年
ま
で
上
海
博
物
館
図
書
資
料
室
で
主
任
を
つ
と
め
、
一
九
五
六
年

か
ら
は
上
海
音
楽
学
院
民
楽
系
で
教
授
を
つ
と
め
た
。

　

主
要
な
著
作
と
し
て
は
、「
東
坡
楽
府
箋
」「
唐
宋
名
家
詞
論
」

「
唐
宋
名
家
詞
選
」「
近
三
百
年
名
家
詞
選
」
な
ど
が
あ
り
、
自
作

の
詞
集
と
し
て
は
、「
風
雨
龍
吟
室
詞
」「
忍
寒
廬
詞
」
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
文
学
研
究
の
方
面
、
と
く
に
「
詞
」
学
の
方
面
で
、

き
わ
め
て
す
ぐ
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
龍
氏
と
、
学
術
上
の
交
流
の
み

な
ら
ず
、
詩
詞
の
唱
和
と
い
う
文
芸
上
の
交
流
ま
で
も
つ
こ
と
に
な

っ
た
吉
川
幸
次
郎
（
一
九
〇
四

－

一
九
八
〇
）・
小
川
環
樹
（
一
九
一
〇

海
を
越
え
た
唱
和

─
─
─
龍
楡
生
氏
と
吉
川
幸
次
郎
・
小
川
環
樹
両
先
生
─
─

深　
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一　

 

幸
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－

一
九
九
三
）
の
両
先
生
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
戦
後
日
本
に
お
け

る
中
国
文
学
研
究
を
先
頭
に
立
っ
て
牽
引
さ
れ
た
二
大
巨
頭
で
あ
り
、

当
時
は
京
都
大
学
文
学
部
中
国
語
学
文
学
講
座
の
教
授
を
つ
と
め
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
お
二
人
と
龍
氏
と
は
い
か
に
し
て
交
流
を
開
始
し

た
の
か
。
そ
れ
を
述
べ
る
前
に
、
こ
の
交
流
の
媒
介
者
と
い
う
べ
き

重
要
な
人
物
、
今
関
天
彭
氏
に
登
場
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

今
関
天
彭
（
一
八
八
二

－

一
九
七
〇
）
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け

て
の
中
国
文
芸
研
究
家
、
漢
詩
人
。
千
葉
県
の
生
ま
れ
。
本
名
は
寿

麿
。
祖
父
の
琴
美
、
石
川
鴻
斎
、
森
槐
南
、
国
分
青
崖
に
師
事
し
て

漢
詩
を
、
森
川
竹
磎
か
ら
填
詞
を
学
ん
だ
。「
国
民
新
聞
」「
国
民
雑

誌
」
の
記
者
と
な
り
、
大
正
五
年
、
森
鴎
外
の
「
井
沢
蘭
軒
」・
永

井
荷
風
の
「
毎
月
見
聞
録
」
に
も
登
場
す
る
。
朝
鮮
総
督
府
の
嘱
託

な
ど
を
へ
て
、
大
正
七
年
、
三
井
合
名
本
社
の
庇
護
の
も
と
に
、
北

京
に
今
関
研
究
室
を
設
立
し
、
中
国
事
情
の
研
究
に
従
事
し
た
。
中

国
各
地
を
巡
遊
し
、
当
時
を
代
表
す
る
名
士
た
ち
、
た
と
え
ば
魯

迅
・
周
作
人
・
胡
適
ら
を
歴
訪
し
、
時
事
を
取
り
あ
つ
か
っ
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
三
十
余
種
を
書
い
た
。
の
ち
昭
和
六
年
帰
国
す
る
が
、
以

後
も
毎
年
中
国
の
南
北
を
巡
遊
し
、
昭
和
一
七
年
に
は
、
汪
精
衛
政

府
と
重
光
葵
駐
華
大
使
両
方
の
顧
問
を
つ
と
め
た
り
し
た
。

　

戦
後
は
、
一
九
四
六
年
、
南
京
の
国
民
党
政
府
の
顧
問
を
つ
と
め
、

昭
和
二
六
年
、
東
京
で
漢
詩
雑
誌
「
雅
友
」
を
創
刊
。
八
八
歳
で
死

去
。
著
作
に
「
東
洋
画
論
集
成
」
上
下
（
読
画
書
院
、
大
正
五
年
七

月
）、「
支
那
戯
曲
集
」（
東
方
時
論
社
、
大
正
六
年
一
月
）、「
近
代
支
那

の
学
芸
」（
民
友
社
、
昭
和
六
年
一
二
月
）、「
天
彭
詩
集
」
十
五
巻
七

冊
（
雅
友
社
、
昭
和
四
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　

さ
て
、
最
近
惜
し
く
も
夭
逝
さ
れ
た
篤
実
な
学
者
張
暉
氏
の
力
作

「
龍
楡
生
先
生
年
譜
」（
学
林
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
五
月
）
の
巻
二
、

一
九
三
〇
（
民
国
十
九
）
年
、
龍
氏
二
十
九
歳
、
の
十
二
月
十
五
日

に
は
、
況
周
頤
・
王
鵬
運
・
朱
祖
謀
・
鄭
文
焯
を
論
じ
た
「「
清
季

四
大
詞
人
」
一
文
脱
稿
」
と
あ
り
、
そ
の
著
の
「
小
引
」
を
引
い
て

い
う
、

　

去
年
、
彊
村
先
生
（
朱
祖
謀
）
は
日
本
人
今
関
天
彭
君
が
著

わ
す
所
の
「
清
代
及
び
現
代
の
詩
余
駢
文
界
」
一
冊
を
示
さ
る
。

受
読
す
る
こ
と
既
に
竟お

わ

り
、
因
り
て
念お
も

う
ら
く
、
詞
は
今
日
に

至
り
、
漸
く
衰
微
に
就
く
。
偶
た
ま
現
代
の
詞
人
を
以
っ
て
、
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諸
学
士
に
詢と

う
に
、
甚
は
だ
し
き
は
或
い
は
其
の
姓
氏
を
挙
ぐ

る
能
わ
ず
。
彼
の
東
邦
の
学
者
は
、
猶
お
能
く
吾
が
国
の
詞
壇

に
注
意
す
る
に
、
而
る
に
吾
れ
は
乃
ち
茫
と
し
て
知
る
所
無
し
。

之
を
言
い
て
愧
を
滋ま

さ
ざ
ら
ん
歟や

。

　

龍
氏
は
当
時
、
上
海
の
曁
南
大
学
国
文
系
の
教
師
。
そ
の
か
れ
が

読
ん
で
刺
激
を
う
け
た
「
清
代
及
び
現
代
の
詩
余
駢
文
界
」
は
、
大

正
一
五
年
、
北
京
の
今
関
研
究
室
か
ら
出
版
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
あ
り
、
の
ち
「
近
代
支
那
の
学
芸
」
に
も
収
録
さ
れ
た
。「
詩

余
」
と
は
、「
詞
」
の
別
名
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
れ
か
ら
一
一
年
後
の
一
九
四
一
年
の
春
、
清
明
節
の
日

に
、
四
十
歳
の
龍
氏
は
六
十
歳
の
今
関
氏
と
南
京
で
出
会
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
当
時
、
龍
氏
は
汪
精
衛
の
南
京
国
民
政
府
の
立
法
院
の
立

法
委
員
、
か
つ
中
央
大
学
教
授
だ
っ
た
。
最
近
に
な
っ
て
や
っ
と
出

版
さ
れ
た
龍
氏
自
作
の
詩
詞
の
集
成
「
忍
寒
詩
詞
歌
詞
集
」（
復
旦

大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）
の
「
忍
寒
廬
吟
稿
」
一
九
四
一

年
に
収
め
る
「
八
声
甘
州
・
白
下
に
今
関
天
彭
に
遇
い
、
雲
起
軒
詞

の
韻
を
用
い
て
賦
贈
す
」
詞
を
引
こ
う
。「
白
下
」
は
南
京
、「
雲
起

軒
詞
」
は
、
清
末
の
詞
人
・
学
者
・
思
想
家
た
る
文
廷
式
の
詞
集
で

あ
る
。
龍
氏
は
精
力
的
に
か
れ
の
詞
を
整
理
し
、
の
ち
に
「
雲
起
軒

詞
鈔
序
附
語
」「
雲
起
軒
詞
補
遺
」
な
ど
を
「
同
声
月
刊
」
で
発
表

し
て
い
る
。

正
茫
茫　
　
　
　
　

正
に
茫
茫
た
り

堕
絮
送
春
帰　
　
　

堕
絮
は
春
の
帰
る
を
送
り

悽
吟
和
流
泉　
　
　

悽
吟
は
流
泉
に
和
す

乍
天
風
吹
到　
　
　

乍た
ち
ま

ち
天
風
吹
き
到
り

風
流
秘
監　
　
　
　

風
流
な
る
秘
監

自
外
烽
煙　
　
　
　

外
自よ

り
の
烽
煙

看
睹
乾
坤
未
了　
　

乾
坤
を
看
睹
す
る
こ
と
未
ま
だ
了お

わ

ら
ざ
る

に

勝
敗
両
潸
然　
　
　

勝
敗　

両
つ
な
が
ら
潸さ

ん

然ぜ
ん

た
り

領
取
無
言
意　
　
　

領
取
す　

無
言
の
意

知
向
誰
辺　
　
　
　

知
ん
ぬ
誰
が
辺
に
向お

い
て
せ
ん

相
対
休
嗟
沈
陸　
　

相
い
対
し
て
沈
陸
を
嗟な

げ

く
を
休や

め
よ



中
国
文
学
報　

第
八
十
五
册

─ 58 ─

賸
蘭
成
老
涙　
　
　

賸あ
ま

つ
さ
え
蘭
成
の
老
涙
は

滲
入
危
絃　
　
　
　

危
絃
に
滲
み
入
る

又
江
南
草
長　
　
　

又
た
江
南
に
は
草
長
じ

回
首
乱
鶯
天　
　
　

首こ
う
べ

を
回め
ぐ

ら
す　

乱
鶯
の
天

待
為
霖　
　
　
　
　

霖
を
為
す
を
待
た
ん

洗
兵
須
早　
　
　
　

兵
を
洗
う
は
須
か
ら
く
早
か
る
べ
し

願
謳
歌　
　
　
　
　

願
わ
く
は
謳
歌
し

各
趁
太
平
年　
　
　

各
お
の
太
平
の
年
を
趁お

わ
ん

同
音
感　
　
　
　
　

同
音
に
感
じ

聴
壎
箎
奏　
　
　
　

壎
箎
の
奏
を
聴
き

忘
却
華
顛　
　
　
　

華
顛
を
忘
却
せ
ん

　

「
秘
監
」
は
唐
に
渡
り
秘
書
監
を
つ
と
め
た
阿
倍
仲
麻
呂
、
今
関

氏
を
た
と
え
る
。

　

「
沈
陸
」
は
、「
陸
沈
」
で
、
中
国
の
国
土
が
日
本
軍
の
戦
火
の

下
に
あ
る
こ
と
を
い
お
う
。「
蘭
成
」
は
北
周
の
亡
国
の
詩
人
庾
信

だ
が
、
か
れ
に
喩
え
ら
れ
て
「
老
涙
」
を
流
す
の
は
、
日
本
を
離
れ

て
南
京
に
滞
在
す
る
今
関
氏
だ
ろ
う
。

　

「
為
霖
」
は
、
旱
魃
を
救
う
三
日
間
の
雨
降
り
で
、「
書
経
」
説

命
篇
上
に
「
若も

し
歳
が
大
旱
な
ら
ば
、
汝
を
用
い
て
霖
雨
と
為
さ

ん
」
と
あ
る
。「
洗
兵
」
は
、
武
器
を
洗
う
こ
と
で
、
抗
日
戦
争
の

終
結
を
い
う
。
こ
の
両
者
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
、
唐
の
銭
起
の

「
王
相
公
が
范
陽
に
赴
く
を
送
る
」
詩
に
「
賑
を
受
く
れ
ば
乃
ち
鼎

を
調
え
、
霖
を
為
さ
ば
更
に
兵
を
洗
う
」
と
あ
る
。

　

「
同
音
」
は
、「
詩
経
」
小
雅
「
鼓
鐘
」
に
「
鐘
を
鼓
せ
ば
欽
欽
、

瑟
を
鼓
し
琴
を
鼓
し
、
笙
磬
は
音
を
同
じ
ゅ
う
す
」
と
あ
り
、
鄭
玄

の
箋
に
「
同
音
な
る
者
は
、
堂
上
堂
下
、
八
音
克よ

く
諧
う
」
と
あ
る
。

「
壎
篪
」
は
土
笛
と
竹
笛
で
、「
詩
経
」
小
雅
「
何
人
斯
」
に
「
伯

氏
は
壎
を
吹
き
、
仲
氏
は
篪
を
吹
く
」
と
あ
り
、
兄
弟
の
仲
良
さ
を

た
と
え
る
。

　

こ
の
一
九
四
一
年
の
年
末
に
は
、
南
京
の
国
民
政
府
の
顧
問
と
な

っ
た
今
関
氏
が
、
立
法
委
員
か
つ
中
央
大
学
教
授
た
る
龍
氏
の
、
陳

鍾
凡
氏
の
私
宅
の
一
階
を
間
借
り
し
た
陰
陽
営
二
十
三
号
の
居
宅
を

訪
れ
た
よ
う
で
、
龍
氏
の
七
律
「
日
本
の
詩
人
今
関
天
彭
は
枉
げ
て

寓
廬
に
過
ぎ
ら
れ
、
賦
贈
す
」（「
歌
詞
集
」「
忍
寒
廬
吟
稿
」
一
九
四
一

年
）
に
は
い
う
、
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印
心
還
藉
手
為
口　
　

心
に
印
す
る
に
還ま

た
手
を
藉か

り
て
口
と

為
し

相
対
無
言
情
転
親　
　

相
い
対
し
て
言
無
き
も
情
は
転う

た

た
親
し

共
喜
衣
冠
仍
旧
俗　
　

共
に
衣
冠
の
旧
俗
に
仍よ

る
を
喜
び

擬
迴
氷
雪
唱
陽
春　
　

氷
雪
を
迴め

ぐ

ら
し
て
陽
春
を
唱
わ
ん
と
擬

す

新
詩
合
向
閒
中
老　
　

新
詩
は
合ま

さ

に
閒
中
に
向お

い
て
老
ゆ
べ
く

逸
響
聴
従
域
外
真　
　

逸
響
は
域
外
従
り
真
な
る
に
聴ま

か

さ
ん

我
欲
三
山
尋
楽
譜　
　

我
れ
は
三
山
に
楽
譜
を
尋
ね
ん
と
欲
し

李
唐
声
教
愧
重
陳　
　

李
唐
の
声
教　

重
ね
て
陳の

ぶ
を
愧
ず

　

第
一
句
に
は
「
東
坡
に
「
手
を
以
っ
て
口
と
為
す
」
の
説
有
り
、

筆
談
を
謂
う
也
」
と
自
注
す
る
が
、
今
関
氏
は
中
国
語
は
し
ゃ
べ
れ

な
か
っ
た
ら
し
い
。

　

第
四
句
の
「
氷
雪
」
は
、
こ
の
年
末
、
つ
ま
り
冬
の
寒
さ
を
い
お

う
。「
陽
春
」
は
、
世
俗
を
離
れ
た
高
雅
な
歌
で
、
戦
国
の
宋
玉
の

「
楚
王
の
問
に
対
す
」
に
「
客
に
郢
中
に
歌
う
者
有
り
。
其
の
始
め

は
下
里
・
巴
人
と
曰
い
、
国
中
に
属
し
て
和
す
る
者
は
数
千
人
。

…
…
其
の
陽
春
・
白
雪
を
為
せ
ば
、
国
中
に
属
し
て
和
す
る
者
は
数

十
人
に
過
ぎ
ず
」
と
あ
る
。

　

第
五
・
六
句
は
、
新
詩
は
閑
な
生
活
の
な
か
で
成
熟
す
る
で
し
ょ

う
、
す
ば
ら
し
い
調
べ
は
「
域
外
」
日
本
に
残
さ
れ
た
真
実
か
ら
く

る
に
ま
か
せ
ま
し
ょ
う
、
と
い
っ
た
意
味
か
。
い
ず
れ
も
今
関
氏
の

詩
作
を
ほ
め
て
い
よ
う
。「
閒
中
に
向
い
て
老
ゆ
」
は
、
宋
の
陸
游

の
「
小
園
の
新
晴
」
詩
の
「
此
の
身
は
定
め
て
閑
中
に
向
い
て
老
ゆ

る
も
、
若
し
休
休
た
る
に
比
ぶ
れ
ば
却
っ
て
未
ま
だ
同
じ
か
ら
ず
」

に
よ
る
。

　

「
三
山
」
東
海
上
の
三
神
山
は
、「
域
外
」
と
と
も
に
日
本
を
い

お
う
。
そ
こ
に
尋
ね
よ
う
と
す
る
「
楽
譜
」
は
、
奈
良
に
残
さ
れ
た

雅
楽
を
指
し
、
そ
れ
は
「
李
唐
」
唐
朝
の
「
声
教
」
音
楽
を
い
ま
に

伝
え
る
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
こ
の
詩
に
今
関
氏
が
唱
和
し
た
「
楡
生
の
贈
ら
れ
し
韻
に

次
し
て
却
寄
す
」
詩
（「
天
彭
詩
集
」
巻
十
で
は
「
楡
生
詞
長
」「
詩
韻
」

と
な
っ
て
い
る
）
が
翌
一
九
四
二
年
二
月
一
五
日
刊
行
の
「
同
声
月

刊
」
二
巻
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
を
あ
げ
よ
う
。
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古
譜
新
声
各
有
因　
　

古
譜　

新
声　

各
お
の
因
有
り

筆
伝
胸
臆
語
何
親　
　

筆
も
て
胸
臆
を
伝
え　

語
は
何
ぞ
親
し

き

去
年
相
識
清
明
節　
　

去
年　

相
い
識
る　

清
明
節

一
酔
同
迎
白
下
春　
　

一
酔　

同と
も

に
迎
う　

白
下
の
春

海
客
難
勝
毛
羽
老　
　

海
客
は
勝た

え
難
し　

毛
羽
の
老
ゆ
る
に

騒
人
逾
見
性
情
真　
　

騒
人
は
逾
い
よ
見
わ
す　

性
情
の
真
な

る
を

唱
酬
成
巻
従
今
始　
　

唱
酬
の
巻
と
成
る
は
今
従
り
始
ま
る

擬
続
村
詞
朱
与
陳　
　

続
け
ん
と
擬
す　

村
詞　

朱
と
陳
と

　

「
海
客
」
は
日
本
か
ら
や
っ
て
来
た
今
関
氏
本
人
、「
騒
人
」
は

「
離
騒
」
を
作
っ
た
屈
原
の
よ
う
に
す
ぐ
れ
た
詩
人
龍
氏
。
末
二
句

の
「
村
詞
」
は
「
彊
村
詞
」
か
。
朱
祖
謀
の
「
彊
村
詞
」
四
巻
は
光

緒
三
十
一
年
に
刊
行
。
そ
れ
は
「
朱
」
朱
祖
謀
と
「
陳
」
陳
三
立
と

の
協
力
に
よ
る
成
果
と
も
い
え
る
。
陳
氏
は
龍
氏
が
朱
氏
の
遺
し
た

業
績
を
「
彊
村
遺
書
」
と
し
て
ま
と
め
る
の
に
協
力
し
、
朱
氏
の
墓

誌
銘
も
撰
述
し
た
。
そ
し
て
龍
氏
は
こ
の
二
老
の
遺
墨
を
保
持
し
て

い
た
。
今
か
ら
あ
な
た
と
私
は
詩
の
唱
酬
を
は
じ
め
、
恩
師
の
朱
氏

と
陳
氏
の
よ
う
な
や
り
と
り
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
の

だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
一
九
二
六
年
、
陳
氏
が
朱
氏
に
お
く
っ
た

「
彊
邨
同
年
の
七
十
を
寿こ

と
ほ

ぐ
」（「
散
原
精
舎
詩
別
集
」）
詩
に
は
「
終

古
の
精
霊
は
点
筆
に
帰
し
、
両
朝
の
出
入
は
霑
巾
に
付
す
」
と
い
っ

た
句
が
あ
る
。

　

な
お
、
の
ち
の
「
詩
集
」
で
は
第
三
句
の
「
識
」
を
「
遇
」
に
改

め
、
第
五
・
六
句
は
、

客
久
将
忘
瀛
海
遠　
　

客
久
し
く
し
て
将
に
瀛
海
の
遠
き
を
忘

れ
ん
と
し

旨
深
倍
覚
性
情
真　
　

旨
深
く
し
て
倍ま

す

ま
す
性
情
の
真
な
る
を

覚
ゆ

　

と
改
め
て
い
る
。

　

こ
の
年
の
夏
、
龍
氏
は
「
伏
中
、
橋
西
草
堂
に
集
い
、
主
人
は
新

什
を
出
示
さ
れ
、
次
韻
し
て
報
い
奉
つ
り
、
兼
ね
て
天
彭
に
簡
す
」

（「
詩
歌
集
」「
忍
寒
廬
吟
稿
」
一
九
四
二
年
）
と
題
す
る
七
律
を
作
り
、
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軍
人
に
し
て
詩
人
た
る
主
人
の
高
情
を
う
た
い
あ
げ
た
。「
橋
西
草

堂
」
は
南
京
の
三
歩
両
橋
に
あ
り
、
そ
の
「
主
人
」
は
李
宣
倜
（
一

八
八
〇

－

一
九
六
一
）、
原
名
は
汰
書
、
字
は
釈
堪
な
ど
、
号
は
蘇
堂
、

福
建
省
侯
官
の
人
。
龍
氏
は
「
太
疎
」
と
よ
ん
で
い
る
。
当
時
は
汪

精
衛
の
南
京
国
民
政
府
で
印
鋳
局
局
長
を
つ
と
め
て
い
た
。
こ
の
こ

ろ
は
汪
精
衛
が
経
費
を
出
し
、
毎
週
李
氏
の
草
堂
に
南
京
・
上
海
一

帯
の
文
人
を
集
め
、
宴
会
雅
集
を
開
き
、「
星
飯
会
」
と
呼
ば
れ
た
。

こ
の
会
に
は
龍
氏
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
時
に
は
今
関
氏
も
参
加
し

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
七
律
は
、

壺
中
自
闢
小
蓬
瀛　
　

壺
中　

自
ず
と
闢ひ

ら

く　

小
蓬
瀛

射
虎
将
軍
共
識
名　
　

射
虎
将
軍
は
共
に
名
を
識
る

揮
麈
談
玄
忘
坐
久　
　

麈し
ゅ

を
揮
い
玄
を
談か
た

り　

坐
す
る
こ
と
久

し
き
を
忘
れ

啓
窓
延
緑
覚
涼
生　
　

窓
を
啓
き
緑
を
延ま

ね

き　

涼
し
さ
の
生
ず

る
を
覚
ゆ

春
華
摛
藻
従
賓
戯　
　

春
華　

藻こ
と
ば

を
摛し

き
て
賓
戯
に
従
い

宝
剣
論
交
有
客
卿　
　

宝
剣　

交
を
論
じ
て
客
卿
有
り

泯
尽
機
心
均
物
我　
　

機
心
を
泯ほ

ろ

ぼ
し
尽
く
し
て
物
と
我
と
を

均
し
く
し

鴎
波
起
処
看
詩
成　
　

鴎
波
の
起
く
る
処　

詩
の
成
る
を
看
ん

　

「
射
虎
将
軍
」
は
、
漢
の
勇
猛
な
将
軍
李
広
で
、
主
人
の
李
宣
倜

を
た
と
え
る
。
李
氏
は
も
と
も
と
軍
人
で
、
民
国
時
代
は
大
総
統
侍

従
武
官
・
軍
事
幕
僚
な
ど
を
つ
と
め
、
将
軍
府
文
威
将
軍
、
陸
軍
中

将
な
ど
に
昇
進
し
た
。

　

「
賓
戯
」
は
、
漢
の
班
固
の
「
賓
の
戯
れ
し
に
答
う
」、
賓
の
質

問
に
主
人
が
答
え
る
ス
タ
イ
ル
の
文
章
に
も
と
づ
き
、
主
人
の
李
氏

の
賓
客
た
ち
と
の
詩
の
応
酬
を
い
お
う
。
そ
の
文
中
に
「
弁
を
馳
す

る
こ
と
濤
波
の
如
く
、
藻
を
摛
く
こ
と
春
華
の
如
し
と
雖
も
、
猶
お

殿
最
に
益
無
き
也
」
と
あ
る
。

　

「
宝
剣
論
交
」
は
呉
の
季
札
と
徐
國
の
君
主
の
故
事
か
。「
史

記
・
呉
太
伯
世
家
」
に
は
「
季
札
の
初
め
使
い
す
る
や
、
北
の
か
た

徐
君
に
過
る
。
徐
君
は
季
札
の
剣
を
好
む
も
、
口
に
敢
え
て
言
わ
弗ず

。

季
札
は
心
に
之
を
知
る
も
、
上
國
に
使
い
す
る
が
為
に
、
未
ま
だ
献

ぜ
ず
。
還
り
て
徐
に
至
れ
ば
、
徐
君
は
已
に
死
す
。
是
こ
に
於
て
乃
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ち
其
の
宝
剣
を
解
き
、
之
を
徐
君
の
冡
樹
に
繫か

け
て
去
る
」
と
あ
る
。

民
国
の
荘
一
払
が
画
家
蒲
華
を
う
た
っ
た
「
南
国
壁
聯
雑
詠
」
に
も

「
四
海
に
交
を
論
じ
て
宝
剣
を
懐
い
、
一
生　

首
を
低
れ
て
梅
花
を

拝
す
」
と
あ
る
。「
客
卿
」
は
季
札
で
、
日
本
か
ら
の
客
、
今
関
氏

を
い
う
か
。

　

「
鴎
波
」
は
鴎
の
戯
れ
る
波
で
、
悠
々
自
適
な
隠
居
生
活
を
い
い
、

陸
游
の
「
雑
興
」
詩
に
「
意
を
得
た
り
鴎
波
の
外
、
帰
る
を
忘
る
雁

浦
の
辺
」
と
あ
る
。

　

こ
の
会
に
は
今
関
氏
も
参
加
し
て
い
た
よ
う
で
、「
七
夕
、
太
疎

楼
の
清
集
、
鶴
亭
叟
の
韻
に
次
す
」（「
天
彭
詩
集
」
巻
十
）
を
あ
げ
よ

う
。「
鶴
亭
叟
」
は
、
当
時
上
海
に
住
ん
で
い
た
太
炎
文
学
院
教
授

の
冒
広
生
で
、「
小
三
吾
亭
詩
文
集
」
が
あ
る
。

丈
人
到
処
有
吟
窩　
　

丈
人
の
到
る
処　

吟
窩
有
り

想
見
風
流
応
接
多　
　

想
見
す　

風
流　

応
接
の
多
き
を

天
上
幽
期
長
不
誤　
　

天
上
の
幽
期
は
長
く
誤
ら
ず

江
南
勝
会
好
相
過　
　

江
南
の
勝
会
は
相
い
過
ぎ
る
に
好
ろ
し

午
涼
生
座
琴
鳴
壁　
　

午
涼
は
座
に
生
じ
琴
は
壁
に
鳴
り

荷
気
浮
庭
蜂
出
窠　
　

荷
気
は
庭
に
浮
か
び
蜂
は
窠
を
出
づ

万
事
随
縁
須
尽
酔　
　

万
事
は
縁
に
随
う　

須
か
ら
く
酔
い
を

尽
く
す
べ
し

閒
情
何
必
羨
星
河　
　

閒
情　

何
ん
ぞ
必
ら
ず
し
も
星
河
を
羨

ま
ん

　

ま
た
今
関
氏
に
は
「
古
重
陽
、
橋
西
草
堂
の
清
集
、
余
は
東
帰
し

て
、
与あ

ず

か
る
を
獲
ず
。
太
疎
は
代
り
て
韻
字
を
拈ひ
ね

る
。
十
二
月
、
重

ね
て
江
南
に
游
び
、
乃
ち
勉
強
し
て
補
作
す
と
云
う
」（「
天
彭
詩

集
」
巻
十
）
と
い
っ
た
詩
も
あ
る
。

　

さ
て
、
さ
き
の
龍
氏
「
伏
中
」
の
詩
を
見
た
今
関
氏
は
、
そ
れ
に

次
韻
し
た
「
再
た
び
韻
に
畳
し
、
龍
君
楡
生
に
寄
す
」（「
天
彭
詩

集
」
巻
十
）
で
、
と
く
に
中
間
の
四
句
で
、
龍
氏
の
詩
風
を
う
た
う
。

飄
萍
欣
我
度
滄
瀛　
　

飄
萍　

欣よ
ろ
こ

ぶ　

我
が
滄
瀛
を
度わ
た

る
を

楚
尾
呉
頭
夙
識
名　
　

楚
尾
呉
頭　

夙
に
名
を
識
る

詩
派
江
西
伝
正
脈　
　

詩
派
は
江
西　

正
脈
を
伝
え

禅
心
月
下
悟
前
生　
　

禅
心
は
月
下　

前
生
を
悟
る
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好
収
残
闕
興
新
楽　
　

好
く
残
闕
を
収
め
て
新
楽
を
興
し

聊
際
艱
虞
試
巨
卿　
　

聊
か
艱
虞
に
際
し
て
巨
卿
を
試
す

一
笑
錦
嚢
空
有
句　
　

一
笑
す　

錦
嚢
に
空
し
く
句
有
り

匡
山
銷
夏
亦
難
成　
　

匡
山
に
夏
を
銷け

す
は
亦
た
成
し
難
き
を

　

第
一
・
二
句
は
、「
飄
萍
」
定
め
な
く
漂
う
浮
き
草
の
よ
う
な

「
我
」
わ
た
し
は
「
滄
瀛
」
大
海
原
を
渡
っ
て
中
国
に
き
た
の
が
う

れ
し
い
、
こ
の
南
京
で
早
く
か
ら
あ
な
た
の
名
声
を
知
っ
た
の
だ
か

ら
、
と
い
っ
た
意
味
か
。「
楚
尾
呉
頭
」
は
朱
子
の
「
鉛
山
立
春
」

詩
に
「
雪
は
山
腰
洞
口
を
擁
し
、
春
は
楚
尾
呉
頭
に
回め

ぐ

る
」
と
あ
り
、

長
江
の
中
下
流
一
帯
を
指
す
。
こ
こ
は
南
京
を
い
う
か
。

　

第
三
・
四
句
は
、
あ
な
た
の
詩
は
江
西
詩
派
の
正
統
を
伝
え
、
前

世
は
詩
僧
だ
っ
た
と
悟
っ
た
唐
の
白
居
易
の
よ
う
。
白
居
易
の
「
詩

を
詠
ず
る
を
愛
す
」
詩
に
「
辞
章
諷
詠
し
て
千
首
を
成
し
、
心
行
帰

依
し
て
一
乗
に
向
か
う
。
坐
し
て
縄
牀
に
倚よ

り
閑し
ず

か
に
自
か
ら
念
う
、

前
生
は
応ま

さ

に
是
れ
一
詩
僧
な
る
べ
し
と
」
と
あ
る
。「
禅
心
月
下
」

は
禅
月
大
師
と
称
さ
れ
た
五
代
の
著
名
な
詩
僧
た
る
貫
休
を
連
想
し

た
か
。

　

「
巨
卿
」
は
後
漢
の
范
式
。
か
れ
は
友
人
の
張
元
伯
と
二
年
後
の

再
会
を
約
束
し
、
期
日
を
違
え
な
か
っ
た
。
こ
こ
は
今
関
氏
の
龍
氏

に
た
い
す
る
友
情
が
范
式
の
ご
と
く
堅
固
な
も
の
か
ど
う
か
を
確
認

し
た
の
だ
ろ
う
。

　

第
七
・
八
句
は
、
今
関
氏
の
自
嘲
。「
錦
嚢
」
は
、
唐
の
詩
人
李

賀
が
ふ
だ
ん
小
嚢
を
背
負
い
、
驢
馬
に
跨
っ
て
出
か
け
、「
佳
句
」

が
で
き
る
と
記
し
て
嚢
中
に
入
れ
た
故
事
を
受
け
る
。「
匡
山
」
は

夏
の
避
暑
地
と
し
て
有
名
な
江
西
の
廬
山
。

　

龍
氏
は
こ
の
詩
に
次
韻
し
た
「
再
び
前
韻
を
用
い
て
天
彭
先
生
に

答
う
」（「
詩
歌
集
」「
忍
寒
廬
吟
稿
」
一
九
四
二
年
）
で
、
今
関
氏
の
人

柄
と
詩
風
を
う
た
い
あ
げ
る
。

飄
然
詩
思
出
仙
瀛　
　

飄
然
た
る
詩
思
は
仙
瀛
よ
り
出
で

怪
底
難
将
一
体
名　
　

怪
し
き
底こ

と

よ
一
体
を
将も

っ
て
名
づ
く
る

に
難
し

遺
世
風
標
欽
特
立　
　

世
を
遺わ

す

る
風
標
は
特
立
せ
る
を
欽う
や
ま

い

感
時
襟
抱
契
平
生　
　

時
に
感
ず
る
襟
抱
は
平
生
に
契
る

心
親
毎
喜
攀
晁
監　
　

心
は
親
し
く
毎つ

ね

に
喜
ぶ　

晁
監
に
攀よ

ず
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る
を

游
倦
翻
愁
擬
馬
卿　
　

游
に
倦
み
翻か

え

っ
て
愁
う　

馬
卿
に
擬
せ

ら
る
を

愧
負
山
霊
帰
未
得　
　

愧
ず　

山
霊
に
負そ

む

き　

帰
る
こ
と
未
ま

だ
得
ざ
る
を

蓮
開
火
宅
計
誰
成　
　

蓮
は
火
宅
に
開
く　

計
は
誰
か
成
さ
ん

　

「
晁
監
」
は
唐
の
玄
宗
の
も
と
で
秘
書
監
を
つ
と
め
た
晁
衡
、
つ

ま
り
日
本
か
ら
唐
に
渡
っ
た
阿
倍
仲
麻
呂
、
こ
こ
は
今
関
氏
を
た
と

え
る
。「
馬
卿
」
は
、
漢
の
代
表
的
文
人
で
字
は
長
卿
だ
っ
た
司
馬

相
如
、
こ
こ
は
龍
氏
自
身
を
た
と
え
る
。

　

第
七
・
八
句
は
、
龍
氏
の
自
嘲
。「
愧
負
山
霊
」
は
、
南
朝
梁
の

孔
稚
珪
の
「
北
山
移
文
」
が
鍾
山
の
隠
遁
生
活
を
や
め
て
官
職
に
つ

い
た
周
顒
を
「
山
霊
」
を
か
り
て
風
刺
し
た
の
に
も
と
づ
き
、
俗
界

を
離
れ
山
中
に
隠
遁
で
き
ぬ
お
の
れ
を
恥
じ
、
今
関
氏
の
末
句
に
対

応
す
る
。「
蓮
開
火
宅
」
は
「
維
摩
経
」
仏
道
品
に
「
火
中
に
蓮
華

を
生
ず
、
是
れ
希
有
と
謂
う
可
し
。
欲
に
在
り
て
禅
を
行
う
も
、
希

有
は
亦
た
是か

く
の
如
し
」
と
あ
り
、
煩
悩
か
ら
の
解
脱
を
い
う
。
竜

氏
の
重
視
す
る
文
廷
式
の
「
水
調
歌
頭
・
病
中
戯
れ
に
友
人
に
答

う
」
詞
に
も
「
倦
ま
ば
即
ち
肱
を
曲
げ
て
臥
し
、
火
宅
は
已
に
蓮
を

生
ず
」
と
あ
る
。
そ
の
「
計
」
は
「
誰
」
が
「
成
」
す
か
。
お
の
れ

に
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
詩
を
見
た
今
関
氏
は
そ
れ
に
次
韻
し
た
「
再
び
楡
生
の
韻
に

次
し
却
寄
す
」（「
天
彭
詩
集
」
巻
十
）
で
、
龍
氏
の
現
在
の
詞
人
と
し

て
の
情
況
を
う
た
う
。

渺
茫
胸
宇
納
滄
瀛　
　

渺
茫
た
る
胸
宇
に
滄
瀛
を
納
め

歌
鳳
非
無
狂
客
名　
　

鳳
を
歌
う
は
狂
客
の
名
無
き
に
非
ず

伝
硯
高
情
佳
話
遍　
　

硯
を
伝
う
高
情　

佳
話
遍
く

刻
詞
新
冊
古
香
生　
　

詞
を
刻
せ
し
新
冊　

古
香
生
ず

何
慙
奔
走
為
斯
道　
　

何
ん
ぞ
慙
ぢ
ん　

奔
走
し
斯
道
を
為
す

を

儘
用
幽
閑
傲
六
卿　
　

儘ほ
し

い
ま
ま
に
幽
閑
を
用
い
て
六
卿
の
ご

と
く
傲
れ

雲
起
軒
頭
雲
復
起　
　

雲
起
軒
頭
に
雲
は
復
た
起
く

待
君
手
葺
数
椽
成　
　

君
が
手
ず
か
ら
数
椽
を
葺
き
成
す
を
待
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「
雲
起
軒
頭
」
に
今
関
氏
は
「
君
は
文
芸
閣
の
同
郷
為
り
」
あ
な

た
は
文
廷
式
と
同
郷
人
だ
、
と
注
す
る
。
文
廷
式
（
一
八
五
六

－

一

九
〇
四
）、
字
は
道
希
、
号
は
芸
閣
、
純
常
子
、
龍
氏
と
同
じ
く
江

西
省
萍
郷
の
人
。
こ
の
翌
年
一
九
四
三
年
、
龍
氏
は
か
れ
の
詞
を
校

輯
し
た
「
重
校
重
評
雲
起
軒
詞
」
を
同
声
月
刊
社
か
ら
出
版
し
、

「
文
芸
閣
先
生
詞
話
」
を
ま
と
め
て
付
録
し
た
。

　

「
歌
鳳
」
は
「
論
語
」
微
子
篇
に
「
楚
狂
の
接
輿
は
歌
い
て
孔
子

を
過
ぎ
て
曰
わ
く
、
鳳
よ
鳳
よ
、
何
ぞ
徳
の
衰
え
た
る
。
往
く
者
は

諌
む
可
か
ら
ず
、
来
た
る
者
は
猶
お
追
う
可
し
。
已や

め
よ
已
め
よ
、

今
の
政
に
従
う
者
は
殆あ

や
う

き
か
な
、
と
。」
と
あ
る
。

　

「
伝
硯
」
は
龍
氏
が
後
継
者
と
し
て
臨
終
の
朱
祖
謀
か
ら
ふ
だ
ん

愛
用
の
双
硯
を
授
か
り
、
そ
の
さ
ま
を
絵
に
画
か
れ
た
故
事
。「
刻

詞
」
は
、
朱
氏
の
遺
命
を
う
け
、
何
ヶ
月
も
か
け
て
「
彊
村
遺
書
」

を
校
輯
刊
行
し
た
こ
と
を
い
う
か
。

　

「
六
卿
」
は
「
春
秋
左
氏
伝
」
昭
公
十
六
年
に
「
君
は
幼
弱
、
六

卿
は
強
く
し
て
奢
傲
な
り
。
将
に
是
れ
に
因
り
以
っ
て
習
わ
ん
と

す
」
と
あ
る
。

　

末
句
は
、
陸
游
の
閑
居
の
「
喜
び
を
書
す
」
詩
に
「
鄰
媼
は
已
に

諸
子
の
養
う
に
安
ん
じ
、
園
丁
は
初
め
て
数
椽
を
葺
き
成
す
」
と
あ

る
。
こ
こ
は
龍
氏
の
新
た
な
詞
作
を
い
お
う
。

　

さ
て
、
以
上
の
両
氏
の
唱
和
は
、
こ
の
年
の
夏
の
こ
と
と
思
わ
れ

る
が
、
秋
に
な
る
と
、
今
関
氏
は
東
京
に
帰
っ
た
ら
し
く
、
龍
氏
の

七
絶
「
秋
暁
に
今
関
天
彭
先
生
を
懐
う
有
り
」（「
歌
詞
集
」「
忍
寒
廬

吟
稿
」
一
九
四
二
年
）
に
は
い
う
、

一
自
帰
帆
向
海
東　
　

一
に
帰
帆
の
海
東
に
向
か
い
て
自よ

り

思
君
望
断
早
霞
紅　
　

君
を
思
い
て
望
断
し　

早
霞
は
紅
い
な

り

楓
林
瑟
瑟
金
風
裏　
　

楓
林
は
瑟
瑟
た
り　

金
風
の
裏う

ち

知
得
秋
心
幾
処
同　
　

知
り
得
た
り　

秋
心
は
幾
処
か
同
じ
き

を

　

そ
し
て
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
こ
れ
だ
け
の
厚
い
友
情
で
結
ば
れ
て

い
た
は
ず
の
今
関
氏
に
た
い
し
て
、
こ
の
後
は
一
九
五
四
年
ま
で
龍
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氏
は
詩
を
作
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
深
刻
な
理
由
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

二

　

張
暉
氏
の
「
龍
楡
生
先
生
年
譜
」
巻
二
、
一
九
三
一
年
（
民
国
二

十
年
辛
未
）、
三
十
歳
、
に
は
い
う
、

　

十
二
月
三
十
日
（
陰
暦
十
一
月
二
十
二
日
）、
朱
祖
謀
は
上
海

の
寓
廬
に
歿
す
、
年
七
十
五
。
卒
前
に
遺
稿
と
詞
を
校
す
る
朱

墨
の
双
硯
と
を
以
っ
て
相
い
授
け
、
并
び
に
夏
敬
観
に
托
し

「
上
彊
村
の
硯
を
授
く
る
図
」（
辛
未
十
月
絵
が
く
）
を
画
か
し

め
、
且
つ
親
し
く
之
を
見
る
に
及
ぶ
。
此
の
事
は
先
生
に
影
響

す
る
こ
と
極
め
て
大
き
く
、
也
た
先
生
を
し
て
終
身
彊
村
の
詞

学
に
服
膺
し
、
之
を
発
揚
光
大
せ
し
む
。

　

龍
氏
は
こ
の
朱
氏
の
身
後
の
事
を
処
理
す
る
な
か
で
、
朱
氏
の
詞

学
で
の
門
人
で
、
す
ぐ
れ
た
詞
人
で
あ
り
、「
双
鑑
楼
詞
」
の
詞
集

も
あ
る
汪
精
衛
と
関
係
を
深
め
、
詩
詞
の
唱
和
を
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
九
年
後
、「
龍
楡
生
先
生
年
譜
」
巻
三
、
一
九
四
〇
年
、

三
十
九
歳
、
に
は
い
う
、

　

四
月
二
日
、
先
生
は
任
命
せ
ら
れ
（
汪
精
衛
の
南
京
国
民
政
府

の
）
立
法
院
立
法
委
員
と
為
る
。
当
時
先
生
は
仍な

お
上
海
に
在

り
、
事
先
に
は
未
ま
だ
任い

何か

な
る
消
息
も
得
ず
、
而
る
に
報
刊

上
は
已
に
先
生
が
立
法
委
員
に
就
任
せ
る
を
登
載
し
、
立

た
ち
ど
ろ
こ
ろ
即

に
友
朋
の
非
議
を
招
来
す
。
時
に
上
海
租
界
は
各
種
の
勢
力
が

交
叉
し
、
環
境
は
険
悪
に
し
て
、
猶
豫
彷
徨
を
経
過
し
、
滬

（
上
海
）
に
在
る
所あ
ら
ゆ有
る
教
職
を
辞
去
し
、
一
夜
痛
哭
の
後
に

在
り
て
、
滬
を
離
れ
寧
（
南
京
）
に
赴
く
。

　

ま
た
九
月
に
は
、
中
央
大
学
中
国
語
文
系
教
授
兼
主
任
と
な
り
、

同
時
に
汪
精
衛
宅
の
家
庭
教
師
を
担
任
し
た
。

　

し
か
し
一
九
四
五
年
八
月
の
日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
龍
氏
の
情
況

は
す
べ
て
反
転
し
、
一
一
月
、
国
民
党
教
育
部
に
よ
っ
て
南
京
の
老

虎
橋
監
獄
に
収
監
さ
れ
、
翌
一
九
四
六
年
三
月
、
老
虎
橋
監
獄
か
ら
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蘇
州
の
獅
子
口
監
獄
に
移
送
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
六
月
、
蘇
州
市
高

等
法
院
で
裁
判
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
判
決
文
は
、「
龍
沐
勛
は
敵

国
に
通
謀
し
、
本
国
に
反
抗
す
る
を
図
謀
す
。
有
期
徒
刑
十
二
年
に

処
し
、
公
権
を
十
年
褫
奪
し
、
全
部
の
財
産
は
家
属
必
需
の
生
活
費

を
酌
留
す
る
を
除
く
外
は
没
収
す
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
一
九
四
八
年
二
月
、
各
方
面
か
ら
の
保
釈
に
よ
り
出
獄

し
、
胃
病
の
治
療
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
大
き
い
転
機
に
な
っ
た
の
は
一
九
四
九
年
一
一
月
の
、
共

産
党
幹
部
た
る
陳
毅
将
軍
の
接
見
で
あ
る
。
も
と
も
と
こ
の
年
九
月
、

第
一
届
全
国
政
治
協
商
会
議
の
席
上
、
中
国
農
工
民
主
党
代
表
の
張

雲
川
が
陳
氏
に
龍
氏
の
こ
と
を
話
題
と
し
た
と
こ
ろ
、
軍
人
に
し
て

「
陳
毅
詩
詞
選
集
」
が
死
後
出
版
さ
れ
た
詩
人
で
も
あ
る
陳
氏
は
高

い
関
心
を
示
し
、
住
所
も
記
入
し
、
一
一
月
初
め
、
上
海
市
長
と
し

て
上
海
に
赴
任
す
る
と
、
さ
っ
そ
く
龍
氏
を
呼
び
出
し
、
現
状
・
意

向
な
ど
を
質
問
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
一
一
月
一
六
日
、

龍
氏
は
上
海
市
文
物
管
理
委
員
会
編
纂
に
就
任
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
一
九
五
二
年
一
〇
月
、
上
海
博
物
館
が
開
館
す
る
と
、

陳
毅
市
長
の
手
配
に
よ
り
、
そ
の
図
書
資
料
室
の
主
任
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
や
は
り
こ
の
図
書
資
料
室
の
職
に
あ
っ
た
一
九
五
四
年

の
春
、
漢
奸
の
汚
名
が
影
響
し
て
世
間
と
の
交
渉
は
疎
遠
に
な
っ
て

い
た
も
の
の
、
な
ん
と
か
身
辺
が
平
穏
を
と
り
も
ど
し
た
龍
氏
は
、

は
る
か
離
れ
た
東
京
に
い
る
今
関
氏
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
七
絶
二

首
を
作
っ
て
今
関
氏
に
送
っ
た
。
そ
れ
を
今
関
氏
は
お
の
れ
が
主
宰

す
る
漢
詩
雑
誌
「
雅
友
」
第
一
八
号
（
昭
和
二
九
年
八
月
）
に
掲
載
し

た
。
そ
の
詩
「
甲
午
仲
春
、
懐
い
を
天
彭
先
生
に
東
京
に
寄
す
」

（「
歌
詞
集
」「
葵
傾
室
吟
稿
」
一
九
五
四
年
で
は
、「
懐
い
を
海
東
の
故
人

今
関
天
彭
〔
寿
麿
〕
に
寄
す
」
と
な
っ
て
い
る
）
を
あ
げ
よ
う
。

偶
縁
文
字
託
知
音　
　

偶
た
ま
文
字
を
知
音
に
託
せ
し
に
縁よ

り

て

只
有
相
思
与
日
深　
　

只
だ
相
思
の
日
と
与と

も

に
深
き
有
る
の
み

禹
域
初
開
新
境
界　
　

禹
域
は
初
め
て
開
く　

新
た
な
る
境
界

為
君
東
望
一
沈
吟　
　

君
が
為
に
東
の
か
た
を
望
み
一
た
び
沈

吟
す

　

「
禹
域
」
の
句
は
、
一
九
四
九
年
、
中
国
共
産
党
に
よ
っ
て
中
華
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人
民
共
和
国
が
成
立
し
た
こ
と
を
い
う
。

幸
得
開
籠
放
白
鷴　
　

幸
い
に
も
籠
を
開
き
白
鷴
を
放
つ
を
得

更
従
洲
渚
聴
関
関　
　

更
に
洲
渚
従よ

り
関
関
た
る
を
聴
く

当
時
促
膝
論
先
覚　
　

当
時
は
膝
を
促せ

ま

り
て
先
覚
を
論
ず

此
意
悠
悠
豈
等
閑　
　

此
の
意
は
悠
悠
た
り　

豈
に
等
閑
な
ら

ん
や

　

第
三
句
は
、「
雅
友
」
で
は
「
内
藤
湖
南
博
士
の
言
を
謂
う
也
」

と
自
注
す
る
が
、「
歌
詞
集
」
で
は
「
今
関
は
金
陵
に
客
た
り
し
時
、

常
に
予
を
訪
ね
筆
談
を
作な

す
。
東
方
の
局
勢
は
必
ず
共
産
に
帰
す
に

論
及
す
る
や
、
今
関
は
内
藤
湖
南
博
士
は
已
に
早
く
此
れ
に
見
及
せ

り
と
謂
い
云
う
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

「
開
籠
放
白
鷴
」
は
唐
の
宋
之
問
の
「
白
鷴
を
放
つ
篇
」
に
「
玉

徽
は
匣
に
閉
ざ
し
留
め
て
念
と
為
し
、
六
翮　

籠
を
開
き
爾な

ん

じ
が
飛

ぶ
に
任ま

か

す
」
と
あ
る
。「
白
鷴
」
は
あ
る
い
は
囚
わ
れ
の
監
獄
か
ら

出
て
自
由
の
身
と
な
っ
た
龍
氏
自
身
を
い
う
か
。

　

「
洲
渚
」「
関
関
」
は
「
詩
経
」
周
南
「
関
雎
」
に
「
関
関
た
る

雎
鳩
は
、
河
の
洲
に
在
り
。
窈
窕
た
る
淑
女
は
、
君
子
の
好
逑
」
と

あ
り
、
さ
ら
に
「
窈
窕
た
る
淑
女
は
、
寤
寐
に
之
を
求
む
。
求
め
て

之
を
得
ず
、
寤
寐
に
思
服
す
。
悠
な
る
哉
悠
な
る
哉
、
輾
転
反
側

す
」
と
あ
り
、
日
本
に
い
る
今
関
氏
を
「
淑
女
」
の
ご
と
く
ひ
た
す

ら
思
い
や
っ
て
い
る
こ
と
を
い
お
う
。

　

「
此
の
意
は
悠
悠
た
り
」
は
、
宋
の
張
炎
の
「
八
声
甘
州
・
玉
関

に
雪
を
踏
み
清
遊
を
事
と
す
る
を
記
す
」
に
「
枯
林
古
道
に
傍そ

い
、

長
河
に
馬
に
飲
ま
し
め
、
此
の
意
は
悠
悠
た
り
」
と
あ
る
が
、「
悠

悠
」
は
上
の
「
関
雎
」
の
「
悠
な
る
哉
悠
な
る
哉
」
を
う
け
る
。

　

さ
て
、
こ
の
二
首
が
「
雅
友
」
誌
上
に
発
表
さ
れ
る
や
、
濃
密
な

関
心
を
示
さ
れ
た
の
は
、
意
外
に
も
当
時
京
都
大
学
文
学
部
教
授
の

任
に
あ
ら
れ
た
小
川
環
樹
先
生
だ
っ
た
。「
雅
友
」
第
二
一
号
（
昭

和
二
九
年
一
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
先
生
の
七
絶
「
頃
ご
ろ
雅
友
誌

上
に
於
い
て
龍
楡
生
君
の
詩
を
見
る
を
獲え

て
、
頗
る
悵
触
有
り
、
一

柬
を
修
せ
ん
と
欲
す
る
も
果
た
さ
ず
、
因
り
て
俚
句
を
草
し
感
を
誌し

る

す
」
を
あ
げ
よ
う
。

曽
従
海
外
識
君
名　
　

曽
つ
て
海
外
従よ

り
君
の
名
を
識
り
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偶
見
新
詩
無
限
情　
　

偶
た
ま
新
詩
を
見
て
無
限
の
情
あ
り

松
柏
経
寒
凋
総
後　
　

松
柏
は
寒
さ
を
経
る
も
凋
む
は
総
べ
て

後お
く

る

未
知
何
日
話
平
生　
　

未
ま
だ
知
ら
ず　

何
れ
の
日
に
か
平
生

を
話
さ
ん

　

第
一
句
に
よ
れ
ば
、
小
川
先
生
は
「
海
外
」
日
本
で
中
国
の
龍
氏

の
「
名
」
名
声
を
「
識
」
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
注
意
す

べ
き
は
、
張
暉
氏
の
「
年
譜
」
巻
三
、
一
九
四
一
年
三
月
三
日
に

「
日
本
東
北
大
学
支
那
学
研
究
室
よ
り
函
の
「
同
声
月
刊
」
社
に
寄

せ
ら
る
有
り
」
と
し
て
、
手
紙
の
は
じ
め
の
「
頃
ろ
貴
刊
第
二
号
を

贈
ら
る
を
承
け
、
展
讀
の
下
、
軸
軸
た
る
金
声
。
大
雅
の
廃
せ
ざ
る

は
、
実
に
貴
刊
に
頼
る
。
欽つ

つ

し
み
て
高
風
を
想
い
、
景
仰
何
に
か
似

ん
」
を
紹
介
す
る
。
こ
の
時
、
小
川
先
生
は
東
北
帝
国
大
学
助
教
授

の
任
に
あ
り
、「
同
声
月
刊
」
を
読
み
、
こ
の
手
紙
を
書
か
れ
た
可

能
性
は
高
い
。
ま
た
、
後
述
す
る
竜
氏
の
一
九
五
九
年
の
作
「
戊
戌

歳
晏
に
小
川
環
樹
を
東
京
に
懐
う
有
り
」
詩
の
自
注
に
「
小
川
は
十

六
七
年
前
に
予
が
刊
布
す
る
所
の
海
日
楼
詩
を
閲
見
す
る
を
得
、
遂

に
心
契
に
愜
う
」
と
あ
り
、
東
北
大
学
か
ら
の
礼
状
の
時
期
と
あ
う
。

ま
た
龍
氏
の
著
作
に
も
目
を
通
し
て
お
ら
れ
た
。「
京
都
産
業
大
学

図
書
館
所
蔵
小
川
環
樹
文
庫
漢
籍
目
録
」（
京
都
産
業
大
学
図
書
館
、

平
成
一
四
年
三
月
）
の
「
集
部　

第
五
詞
曲
類　

一
詞
集
之
属
」
に

は
龍
氏
の
「
東
坡
楽
府
箋
三
巻
」（
民
国
二
十
五
年
上
海
商
務
印
書
館
排

印
本
）、「
二
詞
選
之
属
」
に
は
龍
氏
の
「
唐
宋
名
家
詞
選
不
分
巻
」

（
民
国
二
十
三
年
上
海
開
明
書
店
排
印
本
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
翌
年
一
九
五
五
年
に
今
関
氏
か
ら
送
ら
れ
た
「
雅
友
」
で
小

川
先
生
の
詩
を
見
た
龍
氏
は
、
さ
っ
そ
く
返
答
の
詩
を
作
っ
た
。
七

絶
「
偶
た
ま
雅
友
詩
刊
に
於
い
て
小
川
環
樹
が
懐
わ
る
の
作
を
読
む

を
獲
て
、
率
と
し
て
原
韻
に
依
り
之
に
報
ゆ
」（「
歌
詞
集
」「
葵
傾
室

吟
稿
」
一
九
五
五
年
）
を
あ
げ
よ
う
。

早
知
為
累
是
浮
名　
　

早つ
と

に
知
る　

累
を
為
す
は
是
れ
浮
名
な

る
を

往
事
如
煙
一
愴
情　
　

往
事
は
煙
の
如
く　

一
に
情
を
愴い

た

ま
し

む

紅
日
乍
昇
吾
忘
老　
　

紅
日
は
乍
ち
昇
り
て
吾
れ
は
老
い
を
忘
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待
敦
夙
好
看
新
生　
　

夙
好
を
敦
う
し
て
新
生
を
看
る
を
待
た

ん

　

第
四
句
に
つ
い
て
、
龍
氏
は
「
末
句
は
、
彼
邦
の
人
士
が
中
国
の

新
生
力
量
を
認
識
し
、
慎
み
て
更
に
他
人
の
惑
わ
す
所
と
為
り
、
再

び
同
種
相
い
残そ

こ
な

う
の
禍
い
を
演
ず
る
こ
と
勿
き
を
盼ね
が

う
也
」
と
自

注
す
る
。
そ
れ
に
応
ず
る
第
三
句
の
「
紅
日
」
は
、「
新
生
力
量
」、

つ
ま
り
毛
沢
東
を
中
心
と
す
る
中
国
共
産
党
を
い
う
。

　

こ
の
年
、
小
川
先
生
は
今
関
氏
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
龍
氏
の
こ
の

和
詩
を
目
に
し
て
、
さ
ら
に
そ
れ
に
次
韻
さ
れ
た
。「
去
歳
に
曽
つ

て
龍
君
楡
生
の
絶
句
を
読
み
、
率
と
し
て
一
絶
を
賦
し
感
を
志し

る

す
。

頃
ご
ろ
天
彭
詞
翁
の
接
到
せ
し
来
書
に
接
し
、
並
び
に
和
韻
の
作
を

贈
ら
れ
て
、
輒す

な
わ

ち
前
韻
に
畳
し
て
酬
と
為
す
」
と
題
さ
れ
、「
雅

友
」
第
二
五
号
（
昭
和
三
〇
年
一
一
月
）
に
発
表
さ
れ
た
。

奔
走
紅
塵
豈
為
名　
　

紅
塵
に
奔
走
す
る
は
豈
に
名
の
為
な
ら

ん
や

清
詩
遠
韻
慰
吾
情　
　

清
詩
遠
韻　

吾
が
情
を
慰
む

晨
星
三
五
送
残
夜　
　

晨
星
は
三
五　

残
夜
を
送
り

坐
待
山
頭
初
日
生　
　

坐
し
て
山
頭
に
初
日
の
生
ず
る
を
待
た

ん

　

小
川
先
生
の
和
詩
を
見
た
龍
氏
は
、「
浪
淘
沙
・
小
川
環
樹
君
は

両ふ
た

た
び
枉
げ
て
佳
章
を
寄
せ
ら
れ
、
漫
り
に
小
調
を
拈
り
之
に
報
い
、

仍
お
教
和
を
希
う
」
詞
を
作
り
、
翌
年
一
九
五
六
年
の
「
雅
友
」
第

三
一
号
（
昭
和
三
一
年
一
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
な
お
、
詞
題
は

「
歌
詞
集
」「
葵
傾
室
吟
稿
」
一
九
五
五
年
で
は
「
浪
淘
沙
・
小
川

環
樹
教
授
に
日
本
京
都
に
報
ゆ
」
と
な
っ
て
い
る
。

唱
罷
望
瀛
洲　
　
　
　

唱
い
罷や

ん
で
瀛
洲
を
望
み

声
気
相
求　
　
　
　
　

声
気　

相
い
求
む

狂
濤
幾
度
撼
閒
鴎　
　

狂
濤
は
幾
度
か
閒
鴎
を
撼ゆ

る

が
し
め
し

留
得
余
生
看
好
景　
　

余
生
を
留
め
得
て
好
景
を
看
ん

此
意
悠
悠　
　
　
　
　

此
の
意
は
悠
悠
た
り
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煙
霧
眼
中
収　
　
　
　

煙
霧
は
眼
中
に
収
め

願
共
擡
頭　
　
　
　
　

願
わ
く
は
共
に
頭
を
擡も

た

げ
ん

秋
陽
皎
皎
豁
吟
眸　
　

秋
陽
は
皎
皎
と
し
て
吟
眸
豁
た
り

佳
客
正
思
懸
榻
待　
　

佳
客
は
正
に
榻
を
懸
け
て
待
た
ん
と
思

う

何
日
来
遊　
　
　
　
　

何
れ
の
日
に
か
来
遊
せ
ん

　

上
闋
の
「
留
得
余
生
看
好
景
」
に
は
事
実
の
裏
づ
け
が
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
一
九
五
六
年
二
月
、
龍
氏
は
国
務
院
副
総
理
の
任
に

あ
っ
た
陳
毅
の
按
配
に
よ
り
、
特
別
に
北
京
で
の
政
協
第
二
届
全
国

委
員
会
第
二
次
会
議
に
列
席
し
、
夜
の
宴
会
で
は
「
席
に
入
り
し
後
、

毛
（
澤
東
）
主
席
と
一
席
を
同
じ
ゅ
う
し
、
左
第
二
位
に
居
る
。
毛

と
対
座
す
る
は
周
（
恩
来
）
総
理
為
り
。
三
た
び
起
ち
て
主
席
の
為

に
乾
杯
す
。
鮑
魚
を
食
せ
し
時
、
主
席
は
是
れ
秦
始
皇
の
鮑
魚
な
る

や
否
や
と
問
い
、
対こ

た

う
る
に
此
れ
は
鰒
魚
な
る
を
以
っ
て
す
。
主
席

は
衆
に
対
し
て
我
が
学
問
は
他か

れ

に
及
ば
ず
と
称
す
呢な
り

」
と
日
記
に
記

し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
「
詞
」
な
の
で
、
小
川
先
生
に
と
っ
て
は
龍
氏
が
希
望
す

る
よ
う
な
「
教
和
」
が
難
し
い
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
で

助
け
舟
を
出
し
た
の
が
、
先
生
の
京
大
文
学
部
で
の
同
僚
で
、
同
じ

く
「
雅
友
」
の
投
稿
者
だ
っ
た
吉
川
幸
次
郎
先
生
で
あ
る
。
吉
川
先

生
は
ご
自
身
の
文
学
部
の
卒
業
論
文
が
「
倚
声
通
論
」、
つ
ま
り

「
倚
声
」
詞
に
つ
い
て
漢
文
で
書
か
れ
た
概
論
だ
っ
た
こ
と
で
も
明

ら
か
な
ご
と
く
、「
詞
」
の
韻
律
に
つ
い
て
も
習
熟
し
て
お
ら
れ
、

次
韻
も
十
分
こ
な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
吉
川
先
生
が
小
川
先
生
に
か
わ

っ
て
作
ら
れ
た
の
が
、「
浪
淘
沙
・
龍
楡
生
の
小
川
士
解
に
寄
せ
し

韻
に
次
す
」
詞
（「
吉
川
幸
次
郎
全
集
」
第
二
十
巻
「
知
非
集
甲
」
昭
和
三

十
年
乙
未
）
で
、
龍
氏
と
同
じ
く
「
雅
友
」
第
三
一
号
に
掲
載
さ
れ

た
。

江
左
旧
汀
洲　
　
　
　

江
左
の
旧
汀
洲

夢
寐
何
求　
　
　
　
　

夢
寐
に
何
ん
ぞ
求
め
ん

飄
遥
天
地
一
沙
鴎　
　

飄
遥
た
る
天
地
の
一
沙
鴎

杜
陵
詩
句
曽
経
諳　
　

杜
陵
の
詩
句
を
曽か

経つ

て
諳
ん
ず

身
世
誠
悠　
　
　
　
　

身
世　

誠
に
悠
た
り
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日
日
夕
陽
収　
　
　
　

日
日　

夕
陽　

収
ま
る

楚
尾
呉
頭　
　
　
　
　

楚
尾
呉
頭

登
山
臨
海
枉
凝
眸　
　

山
に
登
り
海
に
臨
み　

枉
げ
て
眸
を
凝

ら
す

不
知
中
国
詞
何
似　
　

知
ら
ず　

中
国
の
詞
は
何い

似か

ん

山
谷
少
游　
　
　
　
　

山
谷
か
少
游
か

　

「
知
非
集
甲
」
で
は
、「
何
」
が
「
難
」、「
遥
」
が
「
颻
」、

「
誠
」
が
「
悠
」、「
枉
」
が
「
幾
」、「
詞
何
似
」
が
「
誰
詞
客
」
と

改
め
ら
れ
て
い
る
。

　

「
飄
遥
天
地
一
沙
鴎
」、
つ
ま
り
「
杜
陵
詩
句
」
は
、
杜
甫
の

「
旅
夜
懐
い
を
書
す
」
詩
に
「
飄
飄
と
し
て
何
の
似
た
る
所
ぞ
、
天

地
の
一
沙
鴎
」
と
あ
る
。

　

「
山
谷
」
は
宋
の
詞
人
黄
庭
堅
、「
少
游
」
も
宋
の
詞
人
秦
観
で

あ
る
。

　

さ
て
、
龍
氏
か
ら
の
詞
に
「
教
和
」
せ
よ
と
の
要
求
は
吉
川
先
生

の
助
太
刀
に
よ
り
な
ん
と
か
乗
り
切
っ
た
も
の
の
、
小
川
先
生
は
ど

う
も
釈
然
と
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
翌
年
一
九
五
七
年
、「
楡
生

教
授
は
、
海
上
自
り
新
詞
を
寄
せ
和
す
る
を
徴も

と

め
ら
れ
、
復
た
朱
古

微
・
陳
散
原
二
老
の
遺
墨
を
以
っ
て
示
さ
る
。
環わ

た
し

は
倚
声
に
於
い

て
素
よ
り
習
う
所
に
非
ず
、
以
っ
て
之
に
答
う
る
無
し
。
而
る
も
盛

意
は
却
け
難
く
、
率
と
し
て
俚
句
を
賦
し
、
兼
ね
て
春
禧
を
頌
す
と

云
う
」
と
い
う
長
題
を
付
し
た
七
絶
を
作
ら
れ
、「
雅
友
」
第
三
二

号
（
昭
和
三
二
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

休
道
天
涯
若
比
鄰　
　

道い

う
を
休
め
よ　

天
涯
は
比
鄰
の
若
し

と

滄
瀛
間
阻
得
情
親　
　

滄
瀛
は
情
の
親
し
き
を
得
る
を
間
阻
す

朱
陳
遺
墨
真
瓌
宝　
　

朱
・
陳
の
遺
墨
は
真
に
瓌
宝

長
跪
挙
巵
遥
頌
春　
　

長
く
跪
づ
き
巵
を
挙
げ
て
遥
か
に
春
を

頌
す

　

第
一
句
は
唐
の
王
勃
の
「
杜
少
府
が
任
に
蜀
州
に
之
く
を
送
る
」

詩
に
「
海
内
に
知
己
存
し
、
天
涯
は
比
鄰
の
若
し
」
と
あ
る
。

　

こ
の
詩
に
唱
和
す
る
龍
氏
の
七
絶
「
次
韻
し
て
小
川
君
が
寄
せ
ら

れ
し
の
作
に
答
え
奉
つ
る
」
も
、
同
じ
く
「
雅
友
」
第
三
二
号
に
掲
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載
さ
れ
た
。

海
水
黏
天
徳
有
鄰　
　

海
水
は
天
に
黏つ

く
も
徳
は
鄰
有
り

双
魚
聊
為
寄
心
親　
　

双
魚　

聊
か
為
に
心
の
親
し
き
に
寄
す

高
歌
李
杜
文
章
在　
　

高
歌
す　

李
杜
の
文
章
在
る
を

共
放
光
芒
賦
感
春　
　

共
に
光
芒
を
放
ち
て
春
に
感
ぜ
し
を
賦

す

　

「
徳
有
鄰
」
は
「
論
語
」
里
仁
篇
に
「
子
曰
わ
く
、
徳
は
孤
な
ら

ず
、
必
ず
隣
有
り
」
と
あ
る
。「
双
魚
」
は
手
紙
で
、
た
と
え
ば
杜

甫
の
「
梓
州
の
李
使
君
が
任
に
之ゆ

く
を
送
る
」
詩
に
「
五
馬
は
何
れ

の
時
に
か
到
る
、
双
魚
は
会か

な

ら
ず
早
く
伝
わ
ら
ん
」
と
あ
る
。「
高

歌
李
杜
」
は
唐
の
韓
愈
の
「
張
籍
を
調
け
る
」
詩
に
「
李
杜　

文
章

在
り
、
光
芒　

万
丈
長
し
」
と
あ
る
。

三

　

こ
の
一
九
五
七
年
、
龍
氏
は
小
川
先
生
と
唱
和
す
る
と
と
も
に
、

じ
つ
は
吉
川
先
生
と
も
唱
和
を
開
始
し
、
し
か
も
こ
れ
以
後
、
唱
和

の
相
手
は
主
に
詞
に
も
詩
に
も
精
通
す
る
吉
川
先
生
と
な
る
の
で
あ

る
。
こ
の
年
の
初
め
、
龍
氏
は
さ
き
の
吉
川
先
生
の
「
浪
淘
沙
」
次

韻
詞
に
返
答
す
る
「
鷓
鴣
天
・
吉
川
善
之
教
授
は
枉
げ
て
拙
作
の
浪

淘
沙
詞
に
和
せ
ら
れ
、
并
せ
て
輯
す
る
所
の
中
国
文
学
報
を
以
っ
て

寄
せ
ら
る
。
此
れ
に
倚
り
て
答
謝
し
、
兼
ね
て
今
関
天
彭
老
及
び
小

川
環
樹
先
生
に
訊
ね
、
即
ち
教
和
を
希
う
」
詞
（「
歌
詞
集
」「
葵
傾
室

吟
稿
」
一
九
五
七
年
で
は
「
吉
川
善
之
教
授
に
東
京
に
報
ゆ
」
と
な
っ
て
い

る
）
を
作
り
、「
雅
友
」
第
三
三
号
（
昭
和
三
二
年
七
月
）
に
掲
載
さ

れ
た
。繭

愛
同
功
緒
漸
抽　
　

繭
は
功
を
同
じ
ゅ
う
す
る
を
愛
し　

緒

は
漸
く
抽
く

盈
盈
一
水
望
瀛
洲　
　

盈
盈
た
る
一
水　

瀛
洲
を
望
む

今
宵
只
許
談
風
月　
　

今
宵
は
只
だ
風
月
を
談
る
を
許
さ
る
る

の
み

昨
夢
虚
労
認
斗
牛　
　

昨
夢
は
虚
し
く
労
す　

斗
牛
を
認
む
る

を
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新
味
蔗　
　
　
　
　
　

新
た
に
蔗
を
味
わ
い

旧
盟
鴎　
　
　
　
　
　

旧
く
は
鴎
と
盟
し

老
夫
乗
興
欲
東
游　
　

老
夫
は
興
に
乗
じ
て
東
游
せ
ん
と
欲
す

秦
黄
事
業
吾
滋
媿　
　

秦
・
黄
の
事
業　

吾
れ
は
媿は

じ
を
滋ま

す

別
誇
朱
絃
好
唱
酬　
　

別
に
朱
絃
を
誇
り
好
ろ
し
く
唱
酬
せ
ん

　

「
歌
詞
集
」
で
は
「
愛
」
が
「
白
」、「
昨
夢
虚
労
認
斗
牛
」
が

「
相
処
偏
宜
著
釣
舟
」、「
誇
」
が
「
倚
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

　

上
闋
の
「
繭
愛
同
功
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
同
功
繭
」
で
、
二
蚕
以

上
が
い
っ
し
ょ
に
織
り
上
げ
た
繭
を
い
い
、「
爾
雅
翼
」
釈
虫
一
に

「
其
の
独
り
繭
を
成
す
者
は
、
之
を
独
繭
と
謂
い
、
二
自
り
以
上
は
、

之
を
同
功
繭
と
謂
う
」
と
あ
る
。「
緒
は
漸
く
抽
く
」
は
、
宋
の
李

芸
子
の
「
木
蘭
花
慢
・
秋
意
」
詞
に
「
嗟
休
、
緒
に
触
れ
て
繭
糸
は

抽
く
、
旧
事
を
続
く
る
は
何
に
か
由
る
」
と
あ
る
。

　

「
談
風
月
」
は
、
政
治
と
無
関
係
の
清
談
を
い
い
、「
梁
書
」
徐

勉
伝
に
徐
勉
の
言
葉
と
し
て
、「
今
夕
は
止
だ
風
月
を
談
る
可
く
、

公
事
に
及
ぶ
は
宜
し
か
ら
ず
」
と
あ
る
。

　

「
認
斗
牛
」
は
、
宋
の
蘇
軾
の
「
前
の
赤
壁
賦
」
に
「
月
は
東
山

の
上
に
出
で
、
斗
牛
の
間
に
徘
徊
す
」
と
あ
る
の
が
ひ
び
く
か
。

　

下
闋
の
第
一
・
二
句
は
、
い
ま
は
新
政
権
で
次
第
に
よ
い
状
況
を

味
わ
っ
て
い
る
が
、
旧
政
権
で
は
隠
遁
す
る
他
な
か
っ
た
、
と
い
う

意
味
か
。「
晋
書
」
顧
愷
之
伝
に
「
愷
之
は
甘
蔗
を
食
ら
う
毎
に
、

恒
に
尾
自よ

り
本
に
至
る
。
人
或
い
は
之
を
怪
し
む
。
云
う
、「
漸
や

く
佳
境
に
入
る
」
と
」
と
あ
る
。

　

第
三
句
に
は
「
杜
句
を
借
用
す
」
と
注
す
る
。
た
し
か
に
杜
甫
の

「
悶
を
解
く
十
二
首
」
に
「
為
に
淮
南
の
米
の
貴
賎
を
問
い
、
老
夫

は
興
に
乗
じ
て
東
遊
せ
ん
と
欲
す
」
と
あ
る
。

　

末
句
の
「
朱
絃
」
は
、
あ
る
い
は
黄
庭
堅
の
「
快
閣
に
登
る
」
詩

に
「
朱
弦
は
已
に
佳
人
の
為
に
絶
ち
、
青
眼
は
聊
か
美
酒
に
因
り
て

横
た
わ
る
。
万
里　

帰
船　

長
笛
を
弄
し
、
此
の
心　

吾
れ
は
白
鴎

と
盟
す
」
と
あ
る
の
が
ひ
び
く
か
。

　

そ
し
て
吉
川
先
生
が
こ
れ
に
唱
和
さ
れ
た
「
鷓
鴣
天
・
龍
楡
生
の

韻
に
次
す
」
詞
（「
知
非
集
甲
」
昭
和
三
十
一
年
丙
申
）
も
、
同
じ
く

「
雅
友
」
第
三
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

花
草
陳
編
久
懶
抽　
　

花
草
の
陳
編　

久
し
く
抽よ

む
に
懶
し
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忽
聞
漁
笛
起
蘋
洲　
　

忽
ち
聞
く　

漁
笛
の
蘋
洲
に
起
こ
る
を

冷
冷
似
訴
心
中
事　
　

冷
冷
と
し
て
心
中
の
事
を
訴
う
る
に
似

た
り

一
葦
誰
云
風
馬
牛　
　

一
葦
を
誰
か
風
馬
牛
と
云
う

看
無
主　
　
　
　
　
　

主
無
き
を
看
る
こ
と

如
従
鴎　
　
　
　
　
　

鴎
に
従
う
が
如
し

逍
遥
欲
学
仏
図
游　
　

逍
遥
は
仏
図
の
游
を
学
ば
ん
と
欲
す

尋
章
摘
句
千
秋
業　
　

章
を
尋
ね
句
を
摘
む
は
千
秋
の
業

志
願
平
生
這
裏
酬　
　

志
願　

平
生　

這こ

の
裏う
ち

に
酬
い
ん

　

「
知
非
集
甲
」
で
は
、「
冷
冷
似
」
が
「
泠
泠
如
」、「
無
」
が

「
世
」、「
如
」
が
「
若
」、「
欲
」
が
「
堪
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

　

上
闋
の
「
花
草
陳
編
」
は
、「
花
間
集
」
な
ど
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な

「
詞
」
の
各
種
選
集
を
い
お
う
。
明
の
陳
耀
文
に
は
明
代
の
詞
を
集

大
成
し
た
「
花
草
粋
編
」
十
二
巻
が
あ
る
。

　

第
二
句
は
、
南
宋
の
詞
人
周
密
の
詞
集
「
蘋
洲
漁
笛
譜
」
に
よ
り
、

龍
氏
の
答
謝
の
詞
が
ま
る
で
周
密
の
作
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
と
い
う
。

　

「
一
葦
」
は
、「
詩
経
」
衛
風
「
河
広
」
に
「
誰
か
河
は
広
し
と

謂
う
、
一
葦
も
て
之
を
杭わ

た

る
」
と
あ
り
、
龍
氏
の
「
盈
盈
た
り
一
水　

瀛
洲
を
望
む
」
に
た
い
す
る
応
答
だ
ろ
う
。

　

下
闋
の
「
逍
遥
欲
学
佛
図
游
」
は
、「
荘
子
」
の
「
逍
遥
遊
」
と

高
僧
の
佛
図
澄
を
あ
わ
せ
る
か
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
翌
年
一
九
五
八
年
五
月
、
龍
氏
は
中
国
全
土
に

吹
き
荒
れ
た
反
右
派
闘
争
の
嵐
の
中
で
右
派
と
さ
れ
、
三
級
教
授
か

ら
五
級
教
授
に
降
格
と
な
り
、
も
と
の
社
会
的
地
位
を
失
う
と
と
も

に
、
友
人
た
ち
と
の
交
流
も
ま
れ
に
な
っ
た
。
こ
の
失
意
の
時
期
、

京
都
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
中
国
文
学
報
」
第
九
冊
（
一
九
五
八
年
十

月
刊
）
を
受
け
取
っ
た
龍
氏
は
「
采
桑
子
・
戊
戌
重
陽
の
後
十
日
、

吉
川
教
授
の
寄
贈
せ
ら
れ
し
中
国
文
学
報
第
九
冊
を
得
、
此
れ
を
賦

し
報
謝
し
、
兼
ね
て
小
川
環
樹
先
生
を
懐
う
」
詞
（「
歌
詞
集
」「
葵

傾
室
吟
稿
」
一
九
五
八
年
）
を
作
っ
た
。

経
年
未
得
東
来
信　
　

年
を
経
る
も
未
ま
だ
東
来
の
信
を
得
ず

誰
弁
絃
声　
　
　
　
　

誰
か
絃
声
を
弁
ぜ
ん

霧
阻
蓬
瀛　
　
　
　
　

霧
は
蓬
瀛
を
阻
む
も
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看
取
秋
陽
作
意
明　
　

看
取
す　

秋
陽
は
意
を
作
す
こ
と
明
ら

か
な
る
を

大
同
本
是
吾
儒
事　
　

大
同
は
本
是
れ
吾
が
儒
の
事

凝
想
澄
平　
　
　
　
　

想
い
を
澄
平
に
凝
ら
す

蕩
尽
羶
腥　
　
　
　
　

羶
腥
を
蕩
尽
し

弾
圧
西
風
好
共
鳴　
　

西
風
を
弾
圧
し
て
好
ろ
し
く
共
鳴
せ
ん

　

「
西
風
」
は
欧
米
か
ら
押
し
寄
せ
る
西
洋
の
思
想
・
文
化
だ
ろ
う
。

そ
れ
を
中
国
・
日
本
が
「
共
鳴
」
一
体
と
な
っ
て
「
弾
圧
」
押
し
止

め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
第
九
冊
に
は
、
小
川
先
生

の
王
力
「
漢
語
詩
律
学
」
に
対
す
る
書
評
も
載
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
唱
和
さ
れ
た
吉
川
先
生
の
「
采
桑
子
・
次
韻
し
て
龍
楡
生

に
答
う
」
詞
（「
知
非
集
甲
」
昭
和
三
十
三
年
戊
戌
）
は
「
雅
友
」
第
四

一
号
（
昭
和
三
四
年
五
月
）
に
、
龍
氏
の
原
作
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
た
。

幸
同
文
字
過
千
祀　
　

幸
い
に
文
字
を
同
じ
く
し
て
千
祀
を
過

ぐ

玉
振
金
声　
　
　
　
　

玉
振
金
声

詩
選
東
瀛　
　
　
　
　

詩
選
東
瀛

当
日
兪
楼
偏
眼
明　
　

当
日
の
兪
楼
は
偏
え
に
眼
の
明
ら
か
な

り

高
賢
蓮
社
頻
揮
麈　
　

高
賢
は
蓮
社
に
頻
り
に
麈し

ゅ

を
揮
う

誰
可
持
平　
　
　
　
　

誰
か
平
を
持
す
可
き

天
地
猶
腥　
　
　
　
　

天
地
は
猶
お
腥
し

聊
愛
吾
廬
衆
鳥
鳴　
　

聊
か
愛
す　

吾
が
廬
に
衆
鳥
の
鳴
く
を

　

「
詩
選
」「
当
日
」
の
二
句
は
、
清
末
の
学
者
・
文
人
た
る
「
兪

楼
」
兪
樾
が
日
本
歴
代
の
漢
詩
人
の
名
作
を
選
ん
で
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

「
東
瀛
詩
選
」
を
著
わ
し
た
こ
と
を
い
う
。

　

「
高
賢
蓮
社
」
は
、
南
朝
の
高
僧
慧
遠
が
江
西
の
廬
山
で
蓮
社
を

主
宰
し
、
陶
淵
明
ら
の
高
賢
が
集
っ
た
こ
と
を
い
う
。「
聊
愛
吾
廬

衆
鳥
鳴
」
は
陶
淵
明
の
「
山
海
経
を
読
む
」
詩
に
「
群
鳥
は
托
す
る

有
る
を
欣
び
、
吾
れ
も
亦
た
吾
が
廬
を
愛
す
」
と
あ
る
。

　

さ
ら
に
旧
暦
で
は
年
末
、
新
暦
で
は
翌
一
九
五
九
年
の
初
め
、
龍
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氏
は
「
戊
戌
歳
晏
に
小
川
環
樹
を
東
京
に
懐
う
有
り
、
兼
ね
て
吉
川

善
之
教
授
・
今
関
天
彭
詩
老
を
訊
ぬ
」
七
絶
三
首
（「
歌
詞
集
」「
葵

傾
室
吟
稿
」
一
九
五
九
年
）
を
作
っ
た
。
そ
れ
を
あ
げ
よ
う
。

往
来
頗
喜
談
風
月　
　

往
来　

頗
る
風
月
を
談
る
を
喜
び

酬
唱
聊
堪
紀
雪
泥　
　

酬
唱　

聊
か
雪
泥
を
紀
す
に
堪
え
た
り

草
草
杯
盤
人
散
後　
　

草
草
た
る
杯
盤　

人
散
り
し
後

更
無
清
夢
到
橋
西　
　

更
に
清
夢
の
橋
西
に
到
る
無
し

　

「
雪
泥
」
は
、
雪
ど
け
の
泥
に
鴻
雁
が
残
し
た
爪
痕
で
、
往
事
の

さ
さ
や
か
な
痕
跡
を
い
い
、
蘇
軾
の
「
子
由
の
澠
池
懐
旧
に
和
す
」

詩
に
「
人
生
の
到
る
処　

知
ん
ぬ
何
に
か
似
た
る
、
応
に
飛
鴻
の
雪

泥
を
踏
む
に
似
る
べ
し
」
と
あ
る
。

　

「
橋
西
」
は
、
龍
氏
が
か
つ
て
今
関
氏
と
と
も
に
詩
会
に
参
加
し

た
南
京
の
「
橋
西
草
堂
」。
こ
の
一
首
は
今
関
氏
に
贈
る
。

海
日
門
庭
許
共
窺　
　

海
日
の
門
庭
は
共
に
窺
う
を
許
し

曽
於
断
簡
愜
心
期　
　

曽
つ
て
断
簡
に
於
い
て
心
期
に
愜か

な

う

不
知
詩
思
添
多
少　
　

知
ら
ず　

詩
思
は
多
少
を
添
え
た
る

表
断
三
唐
得
巧
師　
　

三
唐
を
表
断
す
る
に
巧
師
を
得
た
り

　

「
小
川
は
十
六
七
年
前
に
予
が
刊
布
す
る
所
の
海
日
楼
詩
を
閲
見

す
る
を
得
、
遂
に
心
契
に
愜
う
。
近
ご
ろ
唐
詩
概
説
を
著
わ
す
も
、

一
読
す
る
を
獲
ざ
る
を
憾
み
と
為
す
」
と
の
自
注
あ
り
。

　

「
海
日
」
は
、「
海
日
楼
」
と
い
う
蔵
書
楼
を
設
け
た
、
浙
江
嘉

興
の
人
で
「
中
国
大
儒
」
の
沈
曾
植
（
一
八
五
〇

－

一
九
二
二
）。
自

注
の
「
海
日
楼
詩
」、
つ
ま
り
「
断
簡
」
は
、
龍
氏
が
「
同
声
月

刊
」
創
刊
号
（
一
九
四
〇
年
一
二
月
二
〇
日
）
か
ら
第
一
巻
一
二
期

（
一
九
四
一
年
一
一
月
二
〇
日
）
に
か
け
て
「
刊
布
」
連
載
し
た
、
陳

三
立
校
勘
の
四
巻
本
「
海
日
楼
詩
」
を
い
う
だ
ろ
う
。「
唐
詩
概

説
」
は
小
川
先
生
著
に
な
る
岩
波
書
店
の
中
国
詩
人
選
集
の
一
冊
で
、

昭
和
三
三
年
九
月
刊
。
こ
の
一
首
は
小
川
先
生
に
贈
る
。

久
喜
唐
風
盛
海
東　
　

久
し
く
喜
ぶ　

唐
風
の
海
東
に
盛
ん
な

る
を

鮮
鮮
旧
曲
転
曈
曨　
　

鮮
鮮
た
る
旧
曲
は
転う

た

た
曈
曨
た
り
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頗
伝
紙
貴
低
徊
甚　
　

頗
る
紙
の
貴
き
を
伝
え
て
低
徊
す
る
こ

と
甚
は
だ
し

大
雅
知
応
致
大
同　
　

大
雅
は
応
に
大
同
を
致
す
べ
き
を
知
る

　

第
一
句
は
、
吉
川
先
生
の
岩
波
新
書
「
新
唐
詩
選
」（
正
編
は
昭
和

二
七
年
八
月
、
続
編
は
昭
和
二
九
年
五
月
刊
）
の
日
本
で
の
好
調
な
売
れ

行
き
を
い
お
う
。
第
三
句
の
「
紙
貴
」
も
同
様
。「
鮮
鮮
」
は
鮮
麗

な
。
唐
の
韓
愈
の
「
秋
懐
詩
」
に
「
鮮
鮮
た
り
露
中
の
菊
、
既
に
晩

け
れ
ば
何
ぞ
好
き
を
用
い
ん
」
と
あ
る
。「
旧
曲
」
は
唐
詩
で
、「
曈

曨
」
は
初
日
の
ご
と
く
輝
き
を
放
つ
意
。「
低
徊
」
は
、
往
事
に
思

い
を
め
ぐ
ら
す
。
こ
の
一
首
は
吉
川
先
生
に
贈
る
。

　

こ
の
三
首
に
小
川
先
生
が
唱
和
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
吉
川
先
生
は
小
川
先
生
に
か
わ
っ
て
唱
和
さ
れ
た
。「
龍
楡
生

の
小
川
士
解
に
寄
せ
し
詩
に
和
す
、
三
首
」（「
知
非
集
甲
」
昭
和
三
十

三
年
戊
戌
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

海
上
築
楼
園
未
窺　
　

海
上
に
楼
を
築
き
て
園
を
未
ま
だ
窺う

か
が

わ
ず

当
年
宗
伯
孰
鍾
期　
　

当
年
の
宗
伯　

孰い
ず

れ
か
鍾
期
な
る

白
頭
弟
子
編
遺
集　
　

白
頭
の
弟
子　

遺
集
を
編
し

涙
灑
前
朝
哀
父
師　
　

涙
は
前
朝
に
灑
ぎ
て
父
師
を
哀
し
む

「
楡
生
は
方
に
沈
氏
曽
植
の
海
日
楼
詩
を
校
刊
す
」
と
の
自
注

あ
り
。

　

「
海
上
」
上
海
に
楼
を
築
い
た
「
当
年
宗
伯
」
は
沈
曾
植
。「
園

未
窺
」
は
、
漢
の
大
学
者
董
仲
舒
の
故
事
。「
漢
書
」
董
仲
舒
伝
に

は
「
帷
を
下
し
て
講
誦
し
、
弟
子
は
伝
う
る
に
久
次
を
以
っ
て
相
い

授
業
し
、
或
い
は
其
の
面
を
見
る
莫
し
。
蓋
し
三
年
園
を
窺
わ
ず
、

其
の
精
な
る
此
く
の
如
し
」
と
あ
る
。「
鍾
期
」
は
鍾
子
期
で
、「
列

子
」
湯
問
篇
に
よ
れ
ば
、
琴
の
名
手
兪
伯
牙
が
演
奏
す
る
と
、
鑑
賞

の
名
手
子
期
は
そ
こ
に
含
ま
れ
る
意
味
を
誤
り
無
く
理
解
し
た
。
子

期
が
死
ぬ
や
、
伯
牙
は
琴
を
つ
ぶ
し
絃
を
断
ち
切
っ
た
と
い
う
。
こ

こ
は
龍
氏
を
た
と
え
る
。「
遺
集
」
海
日
楼
詩
を
編
修
し
た
「
白
頭

弟
子
」
も
、
自
注
の
ご
と
く
龍
氏
を
い
う
か
。

心
愛
唐
賢
道
久
東　
　

心
に
愛
す　

唐
賢
の
道　

久
し
く
東
す
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海
を
越
え
た
唱
和
（
深
澤
） る

を

務
於
情
語
析
瞳
曨　
　

務
め
て
情
語
に
於
い
て
瞳
曨
を
析わ

か

つ

別
裁
偽
体
吾
何
敢　
　

偽
体
を
別
裁
す
る
は
吾
れ
何
ん
ぞ
敢
え

て
せ
ん

祖
述
唯
如
鄭
小
同　
　

祖
述
す
る
こ
と
唯
だ
鄭
小
同
の
如
し

「
楡
生
は
謬あ

や
ま

っ
て
拙
著
新
唐
詩
選
を
賞
す
」
と
の
自
注
あ
り
。

　

第
二
句
は
、
陸
機
「
文
賦
」
に
「
其
の
致
る
也
、
情
は
曈
曨
と
し

て
弥
い
よ
鮮
や
か
に
、
物
は
照
晰
と
し
て
互
い
に
進
む
」
と
あ
る
。

こ
の
「
曈
曨
」
は
、
不
明
の
意
。

　

「
別
裁
偽
体
」
は
、
正
統
か
ら
は
ず
れ
る
詩
を
区
別
淘
汰
す
る
こ

と
で
、
杜
甫
の
「
戯
れ
に
六
絶
句
を
為
す
」
の
第
六
首
に
「
偽
体
を

別
裁
し
風
雅
に
親
し
み
、
転
た
益
ま
す
多
師
是
れ
汝
が
師
」
と
あ
る
。

　

「
鄭
小
同
」
は
後
漢
の
大
学
者
鄭
玄
の
孫
で
、
祖
父
を
「
祖
述
」

し
、
六
経
に
通
じ
、
曹
髦
に
「
尚
書
」
を
授
け
た
り
し
た
が
、
司
馬

昭
に
毒
殺
さ
れ
た
。
た
だ
太
尉
の
華
歆
の
「
表
」
に
は
小
同
に
つ
い

て
、「
質
直
に
し
て
渝か

わ
ら
ざ
る
の
性
有
り
」
と
い
う
。

詩
筒
来
往
紛
如
雨　
　

詩
筒
の
来
往
は
紛
と
し
て
雨
の
如
し

杯
酒
縦
横
酔
似
泥　
　

杯
酒
は
縦
横
と
し
て
酔
う
て
泥
に
似
た

り

一
点
霊
犀
尚
通
否　
　

一
点
の
霊
犀　

尚
お
通
ず
る
や
否
や

桂
堂
東
畔
画
楼
西　
　

桂
堂
の
東
畔　

画
楼
の
西

「
今
関
天
彭
丈
、
昔
南
京
に
在
る
や
、
楡
生
と
過
従
す
る
こ
と

尤
も
密
な
り
」
と
の
自
注
あ
り
。

　

「
一
点
霊
犀
」「
桂
堂
東
畔
」
は
唐
の
李
商
隠
の
「
無
題
」
詩
に

「
昨
夜
の
星
辰　

昨
夜
の
風
、
画
楼
の
西
畔　

桂
堂
の
東
。
身
に
は

彩
鳳
双
飛
の
翼
無
く
、
心
に
は
霊
犀
一
点
の
通
有
り
」
と
あ
る
。

　

こ
の
先
生
の
三
首
を
受
け
て
、
龍
氏
は
さ
ら
に
「
吉
川
善
之
教
授

は
辱
け
な
く
も
拙
詞
に
和
さ
れ
、
復
た
懐
い
奉
つ
る
三
絶
句
の
原
韻

を
用
い
て
寄
せ
ら
る
。
感
は
予
の
心
に
於
い
て
絶
え
ず
、
再
び
畳
じ

て
報
い
奉
つ
る
」
七
絶
三
首
（「
歌
詞
集
」「
葵
傾
室
吟
稿
」
一
九
五
九

年
）
を
作
り
、
唱
和
し
た
。

寐
叟
三
関
未
易
窺　
　

寐
叟
の
三
関
は
未
ま
だ
窺
い
易
か
ら
ず
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聊
従
海
外
覓
牙
期　
　

聊
か
海
外
従
り
牙
期
を
覓も
と

め
ん

何
心
更
話
前
朝
事　
　

何
の
心
ぞ　

更
に
前
朝
の
事
を
話
さ
ん

と
は

造
化
悠
悠
宜
所
師　
　

造
化
は
悠
悠　

宜
し
く
師
と
す
べ
き
所

な
り

　

「
寐
叟
三
関
」
は
、「
寐
叟
」
沈
曾
植
が
「
金
蓉
鏡
太
守
と
与
に

詩
を
論
ず
る
書
」
で
述
べ
た
三
関
説
で
、
詩
に
は
元
祐
・
元
和
・
元

嘉
の
三
関
が
あ
り
、
詩
玄
結
合
、
つ
ま
り
経
学
・
玄
学
・
理
学
・
仏

学
の
精
華
を
詩
に
取
り
入
れ
る
、
因
詩
見
道
、
つ
ま
り
儒
家
の
人
文

精
神
に
も
と
づ
き
、
深
沈
博
大
な
伝
統
文
化
の
生
命
観
を
表
す
と
い

う
内
容
。

　

「
牙
期
」
は
さ
き
の
兪
伯
牙
と
鍾
子
期
。

麗
藻
鮮
鮮
出
海
東　
　

麗
藻
は
鮮
鮮
と
し
て
海
東
よ
り
出
で

紫
霞
深
処
見
曈
曨　
　

紫
霞
の
深
き
処
に
曈
曨
た
る
を
見
る

各
応
留
得
童
心
在　
　

各
お
の
応ま

さ

に
童
心
を
留
め
得
て
在
る
べ

し

看
到
車
書
竟
混
同　
　

車
書
の
竟つ

い

に
混
同
す
る
を
看
到
ら
ん

　

「
車
書
」
云
云
は
「
礼
記
」
中
庸
篇
の
「
今
天
下
は
車
は
軌
を
同

じ
ゅ
う
し
、
書
は
文
を
同
じ
ゅ
う
す
」
に
も
と
づ
き
、
日
本
と
中
国

と
の
一
体
化
を
い
お
う
。
唐
の
郭
子
儀
の
「
享
太
廟
楽
章
」
に
「
河

海
は
静
謐
、
車
書
は
混
同
」
と
あ
る
。

一
点
通
犀
自
駭
雞　
　

一
点
の
通
犀
は
自
の
ず
と
雞
を
駭お

ど
ろ

か

し

双
飛
紫
燕
会
銜
泥　
　

双
飛
せ
る
紫
燕
は
会か

な

ら
ず
泥
を
銜ふ
く

む

殷
勤
好
共
騒
人
語　
　

殷
勤
と
し
て
好よ

し
騒
人
の
語
を
共
に
せ

ん

遠
夢
何
労
向
海
西　
　

遠
夢　

何
ん
ぞ
海
西
に
向
か
う
を
労
せ

ん

　

第
一
句
は
、「
楚
辞
」
九
嘆
「
怨
思
」、
つ
ま
り
「
騒
人
の
語
」
に

「
芳
芷
を
腐
井
に
淹い

れ
、
鶏
駭
を
筐
簏
に
棄
つ
」
と
あ
る
珍
獣
「
駭

鶏
犀
」
の
故
事
。「
抱
朴
子
」
登
渉
篇
に
は
「
通
天
犀
の
角
は
、
一
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海
を
越
え
た
唱
和
（
深
澤
）

赤
理
の
綖
の
如
き
有
り
、
本
自
り
末
に
徹
す
る
有
り
。
角
を
以
っ
て

米
を
盛
り
、
鶏
群
の
中
に
置
け
ば
、
鶏
は
之
を
啄つ

い

ば
ま
ん
と
欲
す
る

も
、
未
ま
だ
至
ら
ざ
る
こ
と
数
寸
に
し
て
、
即
ち
驚
き
却
退
す
。
故

に
南
人
は
或
い
は
通
天
犀
を
名
づ
け
て
駭
鶏
犀
と
為
す
」
と
あ
る
。

　

第
二
句
は
、
唐
末
の
牛
嶠
の
「
憶
江
南
・
泥
を
銜
む
燕
」
詞
に

「
憶
う
泥
燕
の
、
飛
び
て
画
堂
の
前
に
到
る
を
」
と
あ
り
、
清
の
車

万
育
の
「
声
律
啓
蒙
」
に
「
泥
を
銜
む
双
紫
燕
、
蜜
を
課
す
幾
黄

蜂
」
の
対
が
あ
る
。

　

「
海
西
」
は
、
海
東
の
日
本
に
た
い
し
て
こ
ち
ら
中
国
本
土
を
い

う
か
。

　

こ
の
三
首
を
受
け
て
、
吉
川
先
生
は
「
雅
友
」
第
四
一
号
（
昭
和

三
四
年
五
月
）
に
「
己
亥
二
月
九
日
、
東
海
道
線
の
車
中
」（「
雅
友
」

第
四
四
号
昭
和
三
四
年
一
一
月
、「
知
非
集
甲
」
昭
和
三
十
四
年
己
亥
で
は

「
晋
京
の
車
中
又
た
楡
生
に
畳
和
す
、
三
首
」
と
な
っ
て
い
る
）
を
掲
載

し
、
唱
和
さ
れ
た
。

乾
嘉
樸
学
略
曽
窺　
　

乾
嘉
の
樸
学　

略
ぼ
曽
つ
て
窺う

か
が

う

尤
覚
段
銭
心
所
期　
　

尤
も
覚
ゆ　

段
銭
は
心
に
期
す
る
所
な

る
を

半
百
年
過
猶
碌
碌　
　

半
百
を
年
は
過
ぎ
て
猶
お
碌
碌

成
均
顔
厚
曰
人
師　
　

成
均
に
顔
厚
く
し
て
人
の
師
と
曰
う

　

「
乾
嘉
樸
学
」
は
乾
隆
・
嘉
慶
時
代
の
考
証
を
主
と
す
る
漢
学
で
、

「
段
銭
」
段
玉
裁
・
銭
大
昕
は
そ
の
中
心
人
物
。「
成
均
」
は
「
周

礼
」
大
司
楽
に
出
る
太
古
の
学
校
。
こ
こ
は
「
半
百
」
五
十
歳
あ
ま

り
の
吉
川
先
生
が
勤
務
さ
れ
る
京
都
大
学
。

旧
夢
依
然
震
澤
東　
　

旧
夢
は
依
然
た
り　

震
澤
の
東

呉
頭
楚
尾
思
曚
曨　
　

呉
頭
楚
尾　

思
い
曚
曨

懐
人
詩
就
歎
難
寄　
　

人
を
懐
う
詩
就な

り
て
寄
せ
難
き
を
歎
ず

名
籍
如
今
頗
異
同　
　

名
籍
は
如
今　

頗
る
異
同

　

「
震
澤
」
は
太
湖
の
別
名
、
そ
の
「
東
」
は
蘇
州
あ
た
り
か
。

曙
色
葱
葱
随
暁
雞　
　

曙
色
は
葱
葱
と
し
て
暁
雞
に
随
い

劫
余
三
島
絶
拘
泥　
　

劫
余
の
三
島
は
拘
泥
を
絶
つ
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送
行
聊
問
乗
槎
客　
　

行
を
送
る
に
聊
か
乗
槎
の
客
に
問
う

楽
国
豈
唯
銀
漢
西　
　

楽
国
は
豈
に
唯
だ
銀
漢
の
西
の
み
な
ら

ん
や

　

第
一
句
は
、
復
興
の
は
じ
ま
っ
た
日
本
を
た
と
え
る
か
。「
劫

余
」
戦
災
を
経
過
し
た
「
三
島
」
は
日
本
。「
乗
槎
客
」
は
、
晋
の

張
華
の
「
博
物
志
」
巻
十
に
、
海
渚
に
住
む
者
が
、
八
月
に
な
る
と

や
っ
て
く
る
槎
を
み
て
、
そ
の
上
に
飛
閣
を
立
て
、
槎
に
乗
っ
て
海

に
浮
か
び
、
天
の
川
に
至
り
、
織
女
・
牽
牛
と
遇
っ
た
話
を
の
せ
る
。

「
楽
国
」
は
楽
土
で
、「
詩
経
」
魏
風
「
碩
鼠
」
に
「
逝
く
ゆ
く
将ま

さ

に
汝
を
去
り
、
彼
の
楽
国
に
適ゆ

か
ん
と
す
。
楽
国
楽
国
、
爰こ
こ

に
我
が

直と
こ
ろ

を
得
ん
」
と
あ
り
、
日
本
も
含
ま
れ
よ
う
。「
銀
漢
」
は
天
の
川
。

　

こ
の
後
、
吉
川
・
小
川
両
先
生
が
主
編
さ
れ
た
「
中
国
詩
人
選

集
」（
岩
波
書
店
）
の
三
種
「
詩
経
国
風
」（
上
は
昭
和
三
三
年
三
月
、

下
は
同
年
一
二
月
刊
）「
唐
詩
概
説
」「
李
煜
」
を
送
ら
れ
て
、
龍
氏
は

「
吉
川
善
之
・
小
川
士
解
両
教
授
は
中
国
詩
人
選
集
を
主
編
さ
れ
、

三
種
を
以
っ
て
寄
せ
ら
る
る
を
承
け
、
各
お
の
一
絶
を
賦
し
て
謝
を

致
す
」
七
絶
三
首
（「
歌
詞
集
」「
葵
傾
室
吟
稿
」
一
九
五
九
年
）
を
作
っ

た
。
そ
の
う
ち
の
二
首
を
あ
げ
よ
う
。
ま
ず
「
吉
川
教
授
は
詩
経
国

風
を
註
す
」
と
注
す
る
第
一
首
。

盈
耳
洋
洋
楽
未
央　
　

耳
に
盈み

ち
洋
洋
た
り　

楽
は
未
ま
だ
央つ

き
ず

微
言
相
感
意
難
忘　
　

微
言　

相
い
感
じ　

意
は
忘
れ
難
し

折
衷
漢
宋
成
新
解　
　

漢
・
宋
を
折
衷
し
て
新
解
を
成
し

扇
得
芳
風
万
里
長　
　

芳
風
を
扇あ

お

ぎ
得
て
万
里
長
し

　

「
盈
耳
洋
洋
」
は
、
詩
経
の
歌
の
開
放
さ
れ
た
優
美
な
響
き
は
耳

に
満
ち
溢
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、「
論
語
」
泰
伯
篇
に
「
師
摯
の
始

め
、
関
雎
の
乱
は
、
洋
洋
乎
と
し
て
耳
に
盈
つ
る
哉
」
と
あ
る
。

「
漢
宋
」
は
、
漢
の
鄭
玄
の
「
毛
詩
鄭
箋
」
と
宋
の
朱
熹
の
「
詩
集

伝
」
の
詩
経
解
釈
。「
芳
風
」
は
「
国
風
」
を
意
識
す
る
か
。

　

つ
ぎ
は
「
小
川
教
授
の
唐
詩
概
説
」
と
注
す
る
第
二
首
。

四
唐
遺
韻
費
鑽
研　
　

四
唐
の
遺
韻　

鑽
研
を
費
し

逆
志
応
須
譲
後
賢　
　

志
を
逆む

か

う
は
応
に
須
べ
か
ら
く
後
賢
に
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る
べ
し

幾
輩
詞
源
疏
鑿
手　
　

幾
輩
か
詞
源
疏
鑿
の
手
な
る

知
他
愛
好
是
天
然　
　

知
ん
ぬ　

他か

の
愛
好
は
是
れ
天
然
な
る

を

　

「
四
唐
」
は
初
・
盛
・
中
・
晩
の
唐
。「
詞
源
疏
鑿
手
」
は
、
朱

祖
謀
が
張
恵
言
の
詞
集
「
茗
柯
詞
」
に
題
し
て
「
瀾
を
回
す
力
も
て
、

選
家
の
能
を
標
挙
す
。
自
の
ず
と
是
れ
詞
源
疏
鑿
の
手
、
横
流
一
別　

淄
澠
を
見あ

ら
わ

す
。
四
農
生
に
異
議
す
」
と
張
を
評
価
す
る
。（「
彊
村

語
業
」
巻
三
）「
四
農
生
」
は
詞
の
評
論
家
周
済
。

　

「
逆
志
」
は
、
こ
こ
で
は
唐
詩
の
解
釈
を
い
い
、「
孟
子
」
万
章

篇
上
に
「
故
に
詩
を
説
く
者
は
、
文
を
以
っ
て
辞
を
害
さ
ず
、
辞
を

以
っ
て
志
を
害
さ
ず
、
意
を
以
っ
て
志
を
逆
う
、
是
れ
之
を
得
と
為

す
」
と
あ
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
夏
、
龍
氏
は
吉
川
先
生
が
東
海
道
線
車
中
で
唱
和
さ

れ
た
三
絶
句
に
答
礼
す
る
「
生
査
子
・
吉
川
善
之
教
授
が
東
京
の
火

車
中
に
和
さ
れ
し
三
絶
句
を
展
誦
し
、
更
に
小
詞
を
寄
せ
、
並
び
に

旧
蔵
の
海
日
楼
遺
詩
を
検
し
て
贈
と
為
す
」
詞
（「
歌
詞
集
」「
葵
傾
室

吟
稿
」
一
九
五
九
年
）
を
作
っ
た
。

奇
峰
幻
夏
雲　
　

奇
峰
は
夏
雲
の
幻

ま
ぼ
ろ
し

た
り

紈
扇
消
煩
暑　
　

紈
扇
は
煩
暑
を
消
す

揺
兀
警
敧
眠　
　

揺
兀
と
し
て
敧
眠
を
警
め

拾
取
驚
人
句　
　

人
を
驚
か
す
句
を
拾
取
す

天
風
喜
暫
来　
　

天
風　

暫し
ば
ら

く
来
た
る
を
喜
び

海
日
明
初
吐　
　

海
日　

初
め
て
吐
く
に
明
ら
か
な
り

何
用
発
幽
情　
　

何
ん
ぞ
幽
情
を
発
す
る
を
用
い
ん

零
落
蘭
成
賦　
　

零
落
す　

蘭
成
の
賦

　

「
奇
峰
」
云
云
は
、
晋
の
顧
愷
之
の
「
神
情
詩
」
に
「
春
水
は
四

沢
に
満
ち
、
夏
雲
は
奇
峰
多
し
」
と
あ
る
。「
敧
眠
」
は
宋
の
王
安

石
の
「
漁
家
傲
」
詞
に
「
午
枕　

覚
め
来
た
り
て
語
鳥
を
聞
き
、
敧

眠　

朝
鶏
の
早
き
を
聴
く
に
似
た
り
」
と
あ
る
。

　

「
零
落
蘭
成
賦
」
は
北
周
の
「
蘭
成
」
庾
信
の
「
哀
江
南
賦
」
に

「
況
ん
や
復
た
零
落
し
て
将
に
尽
き
ん
と
し
、
霊
光
は
巋
然
た
り
」
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と
あ
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
秋
、
龍
氏
は
「
天
彭
詩
老
を
懐
い
、
兼
ね
て
吉
川
善

之
・
小
川
士
解
の
両
教
授
に
寄
す
」
七
絶
三
首
（「
歌
詞
集
」「
葵
傾
室

吟
稿
」
一
九
五
九
年
）
を
作
り
、
三
氏
を
詠
じ
た
。
ま
ず
は
今
関
氏
。

鉥
心
搯
胃
孰
為
儔　
　

心
を
鉥さ

し
胃
を
搯え
ぐ

る
は
孰い
ず

れ
か
儔た
ぐ
い

と

為
す

詩
老
揮
毫
老
更
遒　
　

詩
老　

毫ふ
で

を
揮
う
は
老
い
て
更
に
遒
な

り

今
日
桃
源
随
処
有　
　

今
日　

桃
源
は
随
処
に
有
り

唐
風
大
扇
望
瀛
洲　
　

唐
風
は
大
い
に
扇
ぎ
て
瀛
洲
を
望
む

　

「
鉥
心
搯
胃
」
は
、
韓
愈
が
詩
友
の
孟
郊
の
た
め
に
書
い
た
「
貞

曜
先
生
墓
誌
銘
」
で
孟
郊
の
詩
作
を
描
写
し
て
、「
目
を
劌え

ぐ

り
心
を

鉥さ

し
、
刃
迎
え
縷
解
く
。
章
を
鈎ま

げ
句
を
棘そ
ば
だ

て
、
胃
腎
を
搯え
ぐ
り
だ擢

す
」
と
あ
る
。
こ
こ
は
今
関
氏
の
詩
作
を
た
と
え
る
。

　

つ
ぎ
は
吉
川
教
授
。

真
成
樸
学
継
乾
嘉　
　

真
成
の
樸
学
は
乾
嘉
を
継
ぎ

数
到
葩
経
願
転
奢　
　

葩
経
に
数
え
到
り
て
願
い
は
転う

た

た
奢
れ

り

曲
尽
世
情
元
雑
劇　
　

世
情
を
曲
尽
す　

元
の
雑
劇

多
君
一
例
咀
英
華　
　

君
が
一
例
に
英
華
を
咀か

み
わ
く
る
を
多

と
す

　

「
葩
経
」
は
「
詩
経
」
で
、
韓
愈
の
「
進
学
解
」
に
「
詩
は
正
に

し
て
葩
な
り
」
と
あ
る
の
に
も
と
づ
く
。
こ
こ
は
吉
川
先
生
が
「
詩

経
国
風
」
を
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
。「
元
雑
劇
」
云
々
は
先
生

の
「
元
曲
選
釈
」「
元
雑
劇
研
究
」
な
ど
を
い
う
。

　

つ
ぎ
は
小
川
教
授
。

写
艶
長
驚
呉
彩
鸞　
　

艶
を
写か

き
長つ
ね

に
驚
く　

呉
彩
鸞

漢
音
演
変
亦
多
端　
　

漢
音
の
演
変
も
亦
た
多
端

同
声
相
応
情
何
似　
　

同
声
の
相
応
ず
る　

情
は
何い

似か

ん

且
向
遺
編
試
探
看　
　

且
つ
は
遺
編
に
向
か
い
て
試
み
に
探
り

看
よ



─ 85 ─

海
を
越
え
た
唱
和
（
深
澤
）

　

「
呉
彩
鸞
」
は
唐
の
大
和
年
間
に
活
躍
し
た
女
性
で
、
家
が
貧
し

か
っ
た
の
で
、
書
物
の
抄
写
を
生
業
と
し
、「
切
韻
」「
唐
韻
」「
玉

篇
」
な
ど
中
国
音
韻
学
の
重
要
典
籍
の
抄
本
が
伝
わ
る
。
そ
の
小
楷

の
書
体
は
「
艶
」
円
潤
だ
っ
た
。
こ
こ
は
小
川
先
生
の
「
唐
詩
概

説
」
に
唐
詩
の
押
韻
を
解
説
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
反
映
す
る
か
。

　

「
同
声
相
応
」
は
、「
易
経
」
乾
卦
に
「
同
声
は
相
い
応
じ
、
同

気
は
相
い
求
め
、
水
は
湿
に
流
れ
、
火
は
燥
に
就
き
、
雲
は
龍
に
従

い
、
風
は
虎
に
従
う
」
と
あ
る
。

　

こ
の
三
首
に
ま
ず
唱
和
し
た
の
は
、
今
関
氏
で
あ
る
。「
雅
友
」

第
四
四
号
（
昭
和
三
四
年
一
一
月
）
に
掲
載
の
「
忍
寒
居
士
は
遥
か
に

寄
詩
有
り
、
次
韻
し
以
っ
て
答
う
」
三
首
を
あ
げ
よ
う
。

金
陵
山
下
旧
仙
儔　
　

金
陵
山
下　

旧
き
仙
儔

想
見
青
雲
逸
思
遒　
　

想
見
す　

青
雲　

逸
思
遒
な
る
を

休
笑
老
来
無
気
力　
　

笑
う
を
休
め
よ　

老
来　

気
力
無
き
を

海
懐
時
復
結
滄
洲　
　

海
懐
は
時
に
復
た
滄
洲
に
結
ぶ

末
句
に
「
君
は
海
客
を
以
っ
て
予
を
目
す
」
と
の
自
注
あ
り
。

　

末
句
は
、
李
白
の
「
秋
夕
懐
い
を
書
す
」
詩
に
「
海
懐
は
滄
洲
に

結
び
、
霞
想
は
赤
城
に
遊
ぶ
」
と
あ
る
。

落
帽
高
風
老
孟
嘉　
　

帽
を
高
風
に
落
と
す
は
老
い
し
孟
嘉

追
懐
清
事
願
寧
奢　
　

清
事
を
追
懐
す　

願
い
は
寧な

ん
ぞ
奢
な

る重
陽
時
節
白
門
路　
　

重
陽
の
時
節　

白
門
の
路

連
酌
紹
興
簪
菊
華　
　

紹
興
を
連
酌
し
菊
華
を
簪
す

　

「
落
帽
高
風
」
は
、「
孟
嘉
別
伝
」
に
よ
れ
ば
、「
九
月
九
日
、

（
桓
）
温
は
龍
山
に
遊
び
、
参
寮
は
畢
く
集
う
。
時
に
佐
史
は
并
び

に
戎
服
を
著
す
。
風
は
嘉
の
帽
を
吹
き
堕
落
せ
し
む
。
温
は
左
右
に

言
う
勿
れ
と
戒
め
、
以
っ
て
其
の
挙
止
を
観
る
。
嘉
は
初
め
よ
り
覚

ら
ず
、
良や

や
久
し
く
し
て
厠
に
如
く
。
命
じ
取
り
之
を
還
さ
し
め
、

孫
盛
を
し
て
文
を
作
り
之
を
嘲
ら
し
む
。
成
る
や
、
嘉
の
坐
に
箸
せ

し
む
。
嘉
は
還
る
や
即
答
し
、
四
坐
は
嗟
嘆
す
」
と
あ
る
。「
白

門
」
は
南
京
を
い
う
。
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羽
扇
綸
巾
跨
碧
鸞　
　

羽
扇
綸
巾　

碧
鸞
に
跨
が
り

江
南
風
月
在
毫
端　
　

江
南
の
風
月
は
毫
端
に
在
り

艸
堂
知
得
猶
依
旧　
　

艸
堂
は
猶
お
旧
に
依
る
を
知
り
得
た
り

幾
度
雲
牋
帯
涙
看　
　

幾
度
か
雲
牋
は
涙
を
帯
び
て
看み

き

「
艸
堂
」
に
は
「
橋
西
艸
堂
」
と
の
注
あ
り
。

　

「
羽
扇
綸
巾
」
は
、
蘇
軾
の
「
念
奴
嬌
・
赤
壁
懐
古
」
詞
に
「
羽

扇
綸
巾
、
談
笑
の
間
、
檣
櫓
は
灰
飛
煙
滅
す
」
と
あ
り
、
音
楽
に
精

通
し
た
呉
の
周
瑜
を
う
た
う
。
こ
こ
は
龍
氏
を
た
と
え
る
だ
ろ
う
。

　

つ
い
で
こ
の
三
首
に
唱
和
さ
れ
た
の
は
、
吉
川
先
生
で
あ
る
。

「
龍
楡
生
詩
の
韻
に
次
し
て
却
寄
す
、
三
首
」（「
知
非
集
甲
」
昭
和
三

十
四
年
己
亥
）
を
「
雅
友
」
第
四
五
号
（
昭
和
三
五
年
二
月
）
に
掲
載

さ
れ
た
。

険
韻
詩
来
不
易
儔　
　

険
韻
の
詩
の
来
た
れ
ば
儔わ

す
る
に
易
か

ら
ず

知
君
海
上
曲
声
遒　
　

知
ん
ぬ　

君
が
海
上
に
曲
声
の
遒
な
る

を

翰
林
蹤
跡
文
徴
仲　
　

翰
林
の
蹤
跡
は
文
徴
仲

課
読
楞
厳
趙
大
洲　
　

課
し
て
楞
厳
を
読
ま
し
む
る
は
趙
大
洲

　

「
文
徴
仲
」
は
明
の
詩
書
画
す
べ
て
に
優
れ
た
文
人
文
徴
明
で
、

か
れ
は
翰
林
待
詔
の
官
に
つ
い
た
。「
趙
大
洲
」
は
明
の
居
士
で
、

直
講
兼
翰
林
学
士
の
官
に
あ
り
、
庶
吉
士
を
教
習
す
る
と
き
に
、
楞

厳
経
を
読
む
こ
と
を
課
し
、「
諸
君
は
歯よ

わ

い
も
亦
た
長
ぜ
り
。
此
の

時
を
以
っ
て
此
の
経
を
読
ま
ず
ん
ば
、
更
に
何
を
か
待
た
ん
耶や

」
と

述
べ
た
。
い
ず
れ
も
龍
氏
を
た
と
え
る
。

拾
遺
六
代
託
王
嘉　
　

遺
を
六
代
に
拾
う
は
王
嘉
に
託
さ
ん

太
史
微
言
悲
伍
奢　
　

太
史
の
微
言
は
伍
奢
を
悲
し
む

何
限
人
間
前
後
浪　
　

何
限
の
人
間
の
前
後
浪

劇
中
関
某
語
高
華　
　

劇
中
の
関
某
の
語
は
高
華

「
関
漢
卿
の
関
大
王
独
赴
単
刀
会
に
云
う
、
長
江
よ
、
今
は
幾

た
び
の
戦
場
を
か
経
た
る
、
恰
か
も
便
ち
似
た
り
後
の
浪
の
前

の
浪
を
催
す
に
」
と
の
自
注
あ
り
。
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第
一
句
は
東
晋
の
王
嘉
が
「
拾
遺
記
」
を
著
わ
し
て
「
六
代
」

夏
・
殷
・
周
・
秦
・
漢
・
魏
の
故
事
伝
説
を
記
録
し
た
こ
と
に
よ
る
。

第
二
句
は
漢
の
「
太
史
」
公
司
馬
遷
が
「
史
記
」
伍
子
胥
伝
で
、
楚

の
平
王
の
太
子
建
の
太
傅
だ
っ
た
伍
奢
が
讒
言
に
よ
り
殺
さ
れ
る
こ

と
を
述
べ
る
が
、
最
後
に
「
太
史
公
曰
わ
く
」
と
し
て
「
向さ

き

に
伍
子

胥
を
し
て
奢
に
従
い
倶
に
死
せ
し
む
れ
ば
、
何
ん
ぞ
蝼
蟻
に
異
な
ら

ん
。
小
義
を
棄
て
、
大
恥
を
雪す

す

ぎ
、
名
は
後
世
に
垂
る
。
悲
し
い

夫か
な

」
と
コ
メ
ン
ト
す
る
。

自
笑
吾
詩
鏡
裏
鸞　
　

自
ず
か
ら
笑
う　

吾
が
詩
は
鏡
裏
の
鸞

徘
徊
己
影
興
無
端　
　

己
が
影
に
徘
徊
し
て　

興　

無
端

歩
先
生
韻
尤
堪
快　
　

先
生
の
韻
に
歩
す
る
は
尤
も
快
と
す
る

に
堪
え
た
り

留
与
来
今
倘
可
看　
　

来
今
に
留
与
し
て
倘も

し
く
は
看
る
可
け

ん

　

第
一
・
二
句
は
、
南
朝
宋
の
范
泰
の
「
鸞
鳥
詩
序
」
に
「
昔
罽
賓

王
は
置
を
峻
祁
の
山
に
結
び
、
一
鸞
鳥
を
獲
た
り
。
王
は
甚
は
だ
之

を
愛
し
、
其
の
鳴
く
を
欲
す
る
も
致
す
能
わ
ざ
る
也
。
乃
ち
飾
る
に

金
樊
を
以
っ
て
し
、
饗
す
る
に
珍
羞
を
以
っ
て
す
る
も
、
之
に
対
し

て
愈
い
よ
戚う

れ

い
、
三
年
鳴
か
ず
。
其
の
夫
人
曰
わ
く
、「
嘗
つ
て
鳥

は
其
の
類
を
見
て
後
に
鳴
く
と
聞
く
。
何
ぞ
鏡
を
懸
け
以
っ
て
之
を

映
さ
ざ
る
」
と
。
王
は
其
の
言
に
従
う
。
鸞
は
影
を
睹み

て
契
を
感
じ
、

慨
然
と
し
て
悲
鳴
し
、
中
霄
に
哀
響
し
、
一
奮
し
て
絶
ゆ
」
と
あ
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
年
の
末
、
龍
氏
は
一
年
前
の
「
戊
戌
歳
晏
」
の
七
絶

三
首
に
次
韻
す
る
「
己
亥
歳
晏
、
吉
川
善
之
教
授
を
日
本
京
都
に
懐

う
有
り
、
再
び
前
韻
を
用
い
、
兼
ね
て
天
彭
詩
老
・
士
解
教
授
に
簡

す
」
七
絶
三
首
（「
歌
詞
集
」「
葵
傾
室
吟
稿
」
一
九
五
九
年
）
を
作
っ
た
。

毎
愛
銀
盤
上
海
東　
　

毎つ
ね

に
愛
す　

銀
盤
の
海
東
に
上
る
を

尤
欣
暁
日
見
曈
曨　
　

尤
も
欣
ぶ　

暁
日
の
曈
曨
た
る
を
見あ

ら

わ

す
を

当
年
喜
聴
荒
雞
語　
　

当
年
は
荒
雞
の
語
を
聴
く
を
喜
び

海
宇
澄
平
願
定
同　
　

海
宇
澄
平　

願
い
は
定
め
て
同
じ
か
ら

ん
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「
荒
雞
」
は
「
晋
書
」
祖
逖
伝
に
祖
逖
が
「
司
空
の
劉
琨
と
倶
に

司
州
主
簿
為た

り
、
情
好
は
綢
繆
、
被
を
共
に
し
同
じ
く
寝
ぬ
。
中
夜

に
荒
雞
の
鳴
く
を
聞
き
、
琨
を
蹴
り
覚さ

ま

し
て
曰
わ
く
、
此
れ
は
悪
声

に
非
ざ
る
也
、
と
。
因
り
て
起
き
て
舞
う
」
と
あ
る
。

辛
黄
門
戸
旧
曽
窺　
　

辛
・
黄
の
門
戸
は
旧
に
曽
つ
て
窺
う

村
結
朱
陳
愜
素
期　
　

村
は
朱
・
陳
に
結
び
て
素
期
に
愜
う

文
采
風
流
長
在
眼　
　

文
采
風
流
は
長
に
眼
に
在
り

経
師
可
並
作
人
師　
　

経
師
は
並
び
に
人
師
と
作な

る
可
し

「
朱
」
に
は
「
彊
村
」、「
陳
」
に
は
「
散
原
」
の
自
注
あ
り
。

　

「
辛
黄
」
は
辛
棄
疾
、
黄
庭
堅
、
い
ず
れ
も
宋
の
詞
人
。「
朱

陳
」
は
自
注
の
ご
と
く
、
朱
祖
謀
、
陳
三
立
。

当
年
頗
喜
聴
荒
雞　
　

当
年
は
頗
る
喜
ぶ　

荒
雞
を
聴
く
を

嬾
問
禅
心
絮
堕
泥　
　

問
う
に
嬾
し　

禅
心
は
絮
の
泥
に
堕お

つ

る
か
と

自
幸
老
来
居
楽
国　
　

自
か
ら
幸
い
と
す　

老
来　

楽
国
に
居

る
を

懐
人
月
在
小
楼
西　
　

人
を
懐
い
て
月
は
小
楼
の
西
に
在
り

　

「
禅
心
絮
堕
泥
」
は
宋
の
恵
洪
の
「
冷
斎
夜
話
」
巻
六
「
東
坡
は

道
潜
（
詩
僧
参
寥
の
号
）
の
詩
を
称
す
」
に
「
坡
が
東
徐
に
移
守
す

る
に
及
び
て
、
潜
は
往
き
之
を
訪と

い
、
逍
遥
堂
に
館
す
。
士
大
夫
は

争
い
て
面
を
識
ら
ん
と
欲
す
。
東
坡
は
客
を
饌
し
罷お

わ

り
、
与
に
倶
に

来
た
り
、
而
し
て
紅
妝
が
擁
し
て
之
に
随
う
。
東
坡
は
一
妓
を
遣や

り

て

前す
す

み
て
詩
を
乞
わ
し
む
。
潜
は
筆
を
援と

り
て
成
る
、
曰
わ
く
、「
語

を
寄
す
巫
山
の
窈
宨
娘
、
好
く
魂
夢
を
将
っ
て
襄
王
を
悩
ま
す
。
禅

心
は
已
に
泥
に
沾う

る

お
う
絮
と
作
り
、
春
風
を
逐
い
て
上
下
に
狂
わ

ず
」
と
。
一
座
は
大
い
に
驚
き
、
是
れ
自
り
名
は
海
内
に
聞
こ
ゆ
」

と
あ
り
、
明
の
王
次
回
の
「
車
中
再
び
贈
る
二
首
」
に
も
「
愁
顔　

幾
日　

花
は
雨
に
吹
か
れ
、
歓
緒　

今
従
り
絮
は
泥
に
堕
つ
」
と
あ

る
。
第
三
句
は
、
龍
氏
の
本
心
な
の
か
、
ど
う
な
の
か
。

四

　

さ
て
、
大
躍
進
失
敗
に
よ
り
空
前
の
食
料
不
足
に
あ
え
い
で
い
た
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大
陸
で
、
依
然
と
し
て
右
派
と
目
さ
れ
不
遇
を
か
こ
っ
て
い
た
一
九

六
〇
年
の
秋
、
甲
状
腺
瘤
を
割
除
す
る
た
め
徐
家
滙
の
上
海
第
一
医

学
院
附
属
第
一
医
院
に
入
院
中
の
龍
氏
は
「
庚
子
の
秋
、
病
い
に
上

海
に
臥
し
、
士
解
教
授
を
京
都
に
懐
う
有
り
、
兼
ね
て
天
彭
詩
老
・

善
之
教
授
に
呈
す
」
七
絶
四
首
を
作
り
、「
雅
友
」
第
五
〇
号
（
昭

和
三
五
年
一
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

相
応
同
声
識
面
遅　
　

同
声
に
相
い
応
ず
る
も　

面
を
識
る
こ

と
遅
し

楼
開
海
日
耐
沈
思　
　

楼
は
海
日
を
開
き　

沈
思
に
耐
う

生
花
筆
映
知
非
集　
　

花
を
生
ず
る
筆
は
知
非
集
に
映
じ

想
見
晴
窓
染
翰
時　
　

想
見
す　

晴
窓
に
翰
を
染
む
る
時
を

　

「
生
花
筆
」
は
、
詩
人
李
白
の
故
事
。
五
代
の
王
仁
裕
の
「
開
元

天
宝
遺
事
」
に
「
李
太
白
は
少
時
、
用
い
る
所
の
筆
の
頭
上
に
花
を

生
ず
る
を
夢
む
。
後
に
天
才
贍
逸
、
名
は
天
下
に
聞
こ
ゆ
」
と
あ
る
。

「
知
非
集
」
は
吉
川
先
生
の
漢
詩
文
集
で
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
三

五
年
八
月
刊
。「
知
非
」
は
、「
淮
南
子
」
原
道
訓
に
「
凡
そ
人
の
中

寿
は
七
十
歳
、
然
れ
ど
も
趨
舎
指
湊
、
日
に
月
を
以
っ
て
悔
ゆ
る
也
、

以
っ
て
死
に
至
る
、
故
に
蘧
伯
玉
は
年
五
十
に
し
て
四
十
九
年
の
非

有
り
」
と
あ
る
。

　

こ
の
詩
は
吉
川
先
生
を
詠
ず
る
。

誰
家
池
館
劇
玲
瓏　
　

誰
が
家
の
池
館
ぞ　

劇き
わ

め
て
玲
瓏

中
有
太
湖
石
数
峰　
　

中
に
は
太
湖
石
数
峰
有
り

傍
晩
波
間
来
照
影　
　

晩
に
傍
い
て
波
間
に
照
影
来
た
り

拒
霜
開
向
臉
辺
紅　
　

拒
霜
は
開
き
臉
辺
に
向お

い
て
紅
い
な
り

「
医
院
の
後
園
に
は
、
亭
台
竹
石
の
勝
有
り
、
是
れ
誰
家
の
別

業
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
也
」
と
の
自
注
あ
り
。

　

「
拒
霜
」
は
、
木
芙
蓉
で
、
七
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
桃
色
や
白

い
花
を
つ
け
る
が
、
こ
こ
は
紅
色
。

壮
歳
曽
窺
片
仮
名　
　

壮
歳　

曽
つ
て
片カ

タ

仮カ

名ナ

を
窺の
ぞ

き
し
に

老
来
善
忘
愴
労
生　
　

老
来　

善
く
忘
れ　

生
を
労
す
る
を
愴い

た

む
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何
当
更
与
従
頭
学　
　

何い

当つ

か
更
に
与
に
頭は
じ
め

従
り
学
び

皎
皎
秋
陽
照
眼
明　
　

皎
皎
た
る
秋
陽
の
眼
を
照
ら
し
て
明
ら

か
な
ら
ん

天
彭
詩
格
益
堅
蒼　
　

天
彭
の
詩
格
は
益
ま
す
堅
蒼

更
口
知
非
引
興
長　
　

更
に
口
（
？
）　

非
を
知
り
興
を
引
く

こ
と
長
し

窮
瞎
太
疎
仍
寄
語　
　

窮
瞎
せ
る
太
疎
は
仍な

お
語
を
寄
せ

橋
西
旧
夢
総
荒
唐　
　

橋
西
の
旧
夢
は
総
べ
て
荒
唐

　

「
橋
西
主
人
（
李
宣
倜
）
は
、
頃
ご
ろ
忽
ち
双
目
失
明
す
。

晤あ

い
し
時
、
苦は
な

は
だ
天
彭
詩
老
を
以
っ
て
念
と
為
す
」
と
の
自

注
あ
り
。

　

こ
の
四
首
に
唱
和
し
た
今
関
氏
の
「
懐
い
を
忍
寒
居
士
に
寄
せ
、

其
の
寄
せ
ら
れ
し
詩
の
韻
に
次
す
」
が
一
年
後
の
「
雅
友
」
第
五
五

号
（
昭
和
三
六
年
一
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

老
病
交
侵
回
国
遅　
　

老
と
病
と
交
ご
も
侵
し
国
に
回か

え

る
こ
と

遅
し

干
人
甚
事
枉
尋
思　
　

干
人　

甚な
に

事ご
と

ぞ　

枉
げ
て
尋
思
す
る
は

断
虹
飛
雨
宛
猶
見　
　

断
虹
飛
雨
は
宛さ

な

が
ら
猶
お
見
る
が
ご
と

し

浦
口
口
頭
分
手
時　
　

浦
口
の
口
頭
に
分
手
せ
し
時

　

「
干
人
」
は
、
才
幹
の
あ
る
人
で
、「
抱
朴
子
」
行
品
篇
に
「
凝

結
に
臨
み
て
能
く
断
ち
、
縄
墨
を
操
り
て
私
無
き
者
は
、
干
人
也
」

と
あ
る
。
こ
こ
は
龍
氏
を
い
う
。「
浦
口
」
は
、
南
京
の
西
北
部
、

長
江
の
北
岸
に
位
置
す
る
波
止
場
。

空
霊
一
悟
一
玲
瓏　
　

空
霊
を
一
た
び
悟
り　

一
た
び
玲
瓏

海
上
遥
望
天
際
峰　
　

海
上　

遥
か
に
望
む　

天
際
の
峰

雲
起
後
身
漚
尹
適　
　

雲
起
の
後
身　

漚
尹
の
適

あ
と
と
り

肯
教
沈
病
褪
春
紅　
　

病
い
に
沈
み
て
春
紅
を
褪あ

せ
し
む
を
肯

ん
ぜ
ん
や

「
雲
起
」
は
「
文
芸
閣
」
文
廷
式
、「
漚
尹
」
は
「
朱
古
微
」

朱
祖
謀
と
の
自
注
あ
り
。
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「
空
霊
」
は
、
霊
活
で
清
新
な
さ
ま
。

海
外
曽
伝
文
武
名　
　

海
外　

曽
つ
て
伝
う　

文
武
の
名

夢
遺
双
筆
是
平
生　
　

夢
に
双
筆
を
遺お

く

ら
る
は
是
れ
平
生

六
朝
金
粉
依
然
麗　
　

六
朝
の
金
粉
は
依
然
と
し
て
麗
わ
し

一
失
休
傷
左
氏
明　
　

一
失　

傷
む
を
休
め
よ　

左
氏
の
明
を

「
太
疎
を
懐
う
」
と
の
自
注
あ
り
。

　

「
夢
遺
双
筆
」
は
、
唐
の
詩
人
李
嶠
の
故
事
。「
旧
唐
書
」
李
嶠

伝
に
よ
れ
ば
、「
児
童
為
り
し
時
、
夢
に
神
人
の
之
に
双
筆
を
遺
る

有
り
。
是
れ
自
り
漸
く
学
業
有
り
」
と
あ
る
。

　

「
六
朝
金
粉
」
は
、
白
粉
で
艶
や
か
に
化
粧
し
た
女
性
た
ち
で
華

や
い
だ
、
六
朝
を
通
し
て
首
都
だ
っ
た
建
康
、
つ
ま
り
南
京
の
繁
華

な
さ
ま
を
い
い
、
そ
れ
は
民
国
時
代
も
そ
う
だ
っ
た
し
、
人
民
共
和

国
で
も
か
わ
る
ま
い
。

　

末
句
は
、「
春
秋
」
の
注
釈
「
左
氏
伝
」
を
著
す
も
双
目
失
明
し

た
魯
国
の
史
官
左
丘
明
に
「
太
疎
」
李
宣
倜
氏
を
な
ぞ
ら
え
る
。

日
尋
老
木
倚
空
蒼　
　

日
に
老
木
を
尋
ね
空あ

お

蒼ぞ
ら

に
倚
り

顧
影
低
徊
歎
息
長　
　

影
を
顧
り
み
低
徊
し
歎
息
す
る
こ
と
長

し

身
在
危
機
一
髪
裏　
　

身
は
危
機
一
髪
の
裏う

ち

に
在
り

太
平
寧
忍
付
荒
唐　
　

太
平　

寧な

ん
ぞ
忍
び
ん
や　

荒
唐
に
付

す
に

「
独
語
」
己
れ
の
独
り
言
と
の
自
注
あ
り
。

　

こ
の
詩
と
前
後
す
る
一
九
六
一
年
九
月
、
龍
氏
は
右
派
の
レ
ッ
テ

ル
を
は
ず
さ
れ
、
名
誉
回
復
し
た
。
こ
の
頃
に
作
っ
た
「
蝶
恋
花
・

夏
夜
に
江
南
の
田
野
の
間
を
行
き
、
吉
川
善
之
〔
幸
次
郎
〕
小
川
士

解
〔
環
樹
〕
両
教
授
を
日
本
京
都
に
懐
う
有
り
」
詞
（「
歌
詞
集
」

「
葵
傾
室
吟
稿
」
一
九
六
一
年
）
に
は
い
う
、

野
曠
風
多
宜
歇
夏　
　

野
曠ひ

ろ

く
風
多
く　

宜
し
く
夏
を
歇や

む
べ

し

雨
過
江
南　
　
　
　
　

雨
は
江
南
を
過
ぎ

景
物
真
瀟
灑　
　
　
　

景
物
は
真
に
瀟
灑
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燈
火
楼
台
身
入
画　
　

燈
火　

楼
台　

身
は
画
に
入
り

画
中
誰
是
悠
悠
者　
　

画
中　

誰
か
是
れ
悠
悠
た
る
者
ぞ

曳
杖
鏗
然
占
静
夜　
　

杖
を
曳
き
鏗
然
と
し
て
静
夜
を
占
め

雲
幻
奇
峰　
　
　
　
　

雲
は
奇
峰
の
幻

ま
ぼ
ろ
し

と
な
り

似
接
蓬
山
也　
　
　
　

蓬
山
に
接
す
る
に
似
た
る
也

欲
把
丹
青
描
変
化　
　

丹
青
を
把と

り
変
化
を
描
か
ん
と
欲
す
る

も

雲
山
莫
弁
真
和
仮　
　

雲
山
は
真
と
仮
と
を
弁わ

か

つ
莫
し

　

こ
の
詞
に
唱
和
さ
れ
た
の
は
、
吉
川
先
生
で
、「
蝶
恋
花
・
次
韻

し
て
忍
寒
詞
人
の
夏
夜
江
南
田
野
の
間
を
行
き
、
欣
然
と
し
て
得
る

有
る
に
答
う
」
詞
（「
吉
川
幸
次
郎
全
集
」
第
二
十
巻
「
知
非
続
集
」
昭

和
三
十
五
年
庚
子
）
を
あ
げ
よ
う
。

金
奏
洋
洋
歌
肆
夏　
　

金
奏
洋
洋
と
し
て
肆
夏
を
歌
う

国
脈
中
興　
　
　
　
　

国
脈
中
興
し

懐
抱
宜
揮
灑　
　
　
　

懐
抱　

宜
し
く
揮
灑
す
べ
し

諸
将
雲
台
功
屡
画　
　

諸
将
は
雲
台
に
功
屡し

ば

し
ば
画え

が
か
る

悠
然
知
子
猶
儒
者　
　

悠
然
と
し
て
知
ん
ぬ　

子
は
猶
お
儒
者

な
る
を

東
去
大
江
淘
昼
夜　
　

東
去
の
大
江
は
昼
夜
に
淘あ

ら

う

月
在
薜
蘿　
　
　
　
　

月
は
薜
蘿
に
在
り

清
操
如
回
也　
　
　
　

清
操　

回
也
の
如
し

両
部
蛙
吹
観
物
化　
　

両
部
の
蛙
吹　

物
化
を
観
る

窩
中
安
楽
誰
云
仮　
　

窩
中
の
安
楽　

誰
れ
か
仮
と
云
う

　

「
金
奏
」
云
々
は
、「
礼
記
」
玉
藻
篇
に
「
趨
く
に
采
斉
を
以
っ

て
し
、
行
く
に
肆
夏
を
以
っ
て
す
」、「
周
礼
」
春
官
宗
伯
「
鏄
師
」

に
「
鏄
師
は
金
奏
の
鼓
を
掌
ど
り
、
凡
そ
祭
祀
は
、
其
の
金
奏
の
楽

を
鼓
す
」
と
あ
り
、
隋
の
虞
世
南
の
「
献
歳
に
宮
臣
を
宴
す
る
に
和

し
奉
つ
る
」
詩
に
「
肆
夏　

金
奏
喧
す
し
く
、
重
潤　

朱
弦
響
く
」

と
あ
る
。「
諸
将
雲
台
」
は
、
後
漢
の
光
武
帝
の
天
下
統
一
に
功
績

の
あ
っ
た
二
十
八
人
の
大
将
を
、
明
帝
が
南
宮
の
雲
台
閣
に
画
か
せ

た
故
事
。
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「
東
去
大
江
」
は
蘇
軾
の
「
念
奴
嬌
・
赤
壁
懐
古
」
に
「
大
江
は

東
去
し
、
浪
は
淘あ

ら

い
尽
く
す
、
千
古
の
風
流
人
物
」
と
あ
る
。「
月

在
薜
蘿
」
は
杜
甫
の
「
秋
興
八
首
」
に
「
請
う
看
よ　

石
上
藤
蘿
の

月
の
、
已
に
洲
前
蘆
荻
の
花
に
映
ず
る
を
」
と
あ
る
。「
回
也
」
は

孔
子
の
弟
子
顔
回
で
、「
論
語
」
雍
也
篇
に
「
賢
な
る
哉
回
也
。
一

箪
の
食
、
一
瓢
の
飲
、
陋
巷
に
在
り
、
人
は
其
の
憂
に
堪
え
ず
、
回

也
其
の
楽
を
改
め
ず
。
賢
な
る
哉
回
也
」
と
あ
る
。「
両
部
蛙
吹
」

は
「
南
史
」
孔
圭
伝
に
「
居
宅
は
盛
ん
に
山
水
を
営
み
、
几
に
凭
り

て
独
酌
し
、
傍
に
雑
事
無
し
。
門
庭
の
内
、
草
莱
剪き

ら
ず
、
中
に
蛙

の
鳴
く
有
り
。
或
も
の
之
に
問
い
て
曰
わ
く
、「
陳
蕃
に
為
ら
ん
と

欲
す
る
乎か

」
と
。
圭
は
笑
い
答
え
て
曰
わ
く
、「
我
れ
は
此
れ
を
以

っ
て
両
部
の
鼓
吹
に
当
つ
。
何
ぞ
必
ら
ず
し
も
蕃
に
効
わ
ん
」
と
」

と
あ
る
。「
窩
中
安
楽
」
は
宋
の
哲
学
者
邵
雍
の
「
無
名
公
伝
」
に

「
寝
る
所
の
室
は
之
を
安
楽
窩
と
謂
い
、
過
美
を
求
め
ず
、
惟
だ
冬

暖
夏
涼
を
求
む
」
と
あ
る
。

　

こ
の
吉
川
先
生
の
唱
和
詞
を
見
た
龍
氏
は
、
さ
ら
に
次
韻
を
か
さ

ね
て
「
蝶
恋
花
・
吉
川
善
之
教
授
は
辛
丑
陽
暦
除
夕
に
拙
詞
に
和
せ

ら
れ
し
を
寄
示
さ
れ
、
再
び
前
韻
を
用
い
て
報
い
と
為
す
」
詞

（「
歌
詞
集
」「
葵
傾
室
吟
稿
」
一
九
六
一
年
）
を
作
っ
た
。

暾
出
東
方
声
誼
夏　
　

暾あ
さ
ひ

は
東
方
に
出
で
声
は
夏
に
誼よ
ろ

し

絢
采
朝
霞　
　
　
　
　

絢
采
た
る
朝あ

さ

霞や
け

簾
底
金
如
灑　
　
　
　

簾
底　

金
は
灑
ぐ
が
如
し

瓊
楼
絳
闕
都
是
画　
　

瓊
楼
絳
闕
は
都す

べ

て
是
れ
画

鯨
波
待
制
滔
滔
者　
　

鯨
波
の
待
制
は
滔
滔
た
る
者

逝
者
如
斯
連
昼
夜　
　

逝
く
者
は
斯
く
の
如
し　

昼
夜
に
連
な

る

飢
溺
為
懐　
　
　
　
　

飢
溺
を
懐
と
為
す

大
道
終
行
也　
　
　
　

大
道
は
終
に
行
わ
る
也

遠
紹
旁
捜
人
共
化　
　

遠
く
紹つ

ぎ
旁あ
ま
ね

く
捜
し　

人
は
共
に
化

す

語
皆
真
実
無
虚
仮　
　

語
は
皆
な
真
実
に
し
て
虚
仮
無
し

　

「
瓊
楼
絳
闕
」
は
、
宋
の
李
石
の
「
金
馬
碧
鶏
神
祠
に
題
す
」
詩

に
「
蜀
山
は
嵯
峨
た
り
九
折
の
外
、
瓊
楼
絳
闕　

風
煙
に
迷
う
」
と
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あ
る
。「
鯨
波
待
制
」
は
、
宝
章
閣
待
制
の
官
に
つ
い
た
陸
游
の

「
好
事
近
」
詞
十
二
首
の
六
に
「
夜
半　

忽
ち
奇
事
に
驚
き
、
鯨
波

と
暾
日
を
看
る
」
と
あ
る
。

　

「
逝
者
如
斯
」
は
「
論
語
」
子
罕
篇
に
「
子
は
川
上
に
在
り
て
曰

わ
く
、
逝
く
者
は
斯
く
の
如
き
夫か

、
昼
夜
を
舎お

か
ず
」
と
あ
る
。

「
遠
紹
旁
捜
」
は
、
宋
の
劉
粛
の
「
片
玉
集
序
」
に
、
作
者
の
詞
人

周
邦
彦
を
「
旁
捜
遠
紹
の
才
を
以
っ
て
、
情
を
長
短
句
に
寄
す
」
と

形
容
す
る
の
に
も
と
づ
く
。

　

そ
し
て
あ
る
い
は
こ
の
前
年
、
龍
氏
は
「
浪
淘
沙
」
の
詞
牌
に
の

せ
て
吉
川
先
生
に
詞
を
送
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
残
っ
て
い
な
い
。

た
だ
そ
れ
に
一
年
後
に
唱
和
し
た
吉
川
先
生
の
「
浪
淘
沙
・
除
日
に

次
韻
し
て
忍
寒
詞
人
の
前
年
に
寄
す
る
所
に
答
う
」
詞
（「
知
非
続

集
」
昭
和
三
十
六
年
辛
丑
）
が
残
っ
て
い
る
。

夜
月
満
空
堂　
　
　
　

夜
月
は
空
堂
に
満
ち

手
挹
清
光　
　
　
　
　

手
ず
か
ら
清
光
を
挹く

む

無
端
一
夢
耐
星
霜　
　

無
端　

一
夢　

星
霜
に
耐
う

雲
外
依
依
青
鳥
信　
　

雲
外
に
依
依
た
り　

青
鳥
の
信つ

か
い

燭
炤地
棨
長　
　
　
　
　

燭
は
つ炤地
き　

棨ほ
こ

は
長
し

鄰
笛
起
山
陽　
　
　
　

鄰
笛
は
山
陽
に
起
こ
る

奈
隔
重
洋　
　
　
　
　

奈い

か
ん
せ
ん　

重
洋
を
隔
つ

未
能
天
際
識
帰
航　
　

未
ま
だ
天
際
に
帰
航
を
識
る
能
わ
ず

蓬
島
秋
晴
還
楚
楚　
　

蓬
島
の
秋
晴
は
還な

お
楚
楚
た
り

蟹
舎
漁
荘　
　
　
　
　

蟹
舎
と
漁
荘
と

　

「
青
鳥
信
」
は
陳
の
伏
知
道
の
「
王
寛
の
為
に
婦
の
義
安
主
に
与

う
る
書
」
に
「
玉
山
青
鳥
、
仙
使
は
通
じ
難
し
」
と
あ
る
。

　

「
燭
炤地
」
は
、
宋
の
趙
長
卿
の
「
臨
江
仙
・
夜
坐
し
て
更
深
く
、

燭
は
尽
き
月
は
明
ら
か
、
飲
興
は
未
ま
だ
闌つ

き
ず
、
再
び
酌
み
、
諸

姫
に
命
じ
て
一
詞
を
唱
わ
し
む
」
詞
に
「
銷
窓
の
風
露
、
燭
は
炤地
く

月
明
の
時
」
と
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
第
五
句
の
韻
律
は
第
二
句
と
同
様
「
仄
仄
平
平
」
で

あ
る
べ
き
だ
が
、
第
三
字
の
「
棨
」
は
仄
声
で
合
わ
ず
、
平
声
の

「
檠
」
燭
台
の
誤
り
か
も
し
れ
な
い
。

　

「
鄰
笛
起
山
陽
」
は
魏
の
向
秀
の
「
思
旧
賦
」
序
に
「
鄰
人
に
笛
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を
吹
く
者
有
り
、
声
を
発
す
る
こ
と
寥
亮
た
り
。
曩
昔
遊
宴
の
好よ
し

み

を
追
想
し
、
音
に
感
じ
て
嘆
く
」
と
あ
る
。「
天
際
識
帰
航
」
は
謝

朓
の
「
宣
城
に
之
き
新
林
浦
に
出
で
板
橋
に
向
か
う
」
詩
に
「
天
際

に
帰
舟
を
識
り
、
雲
中
に
江
樹
を
弁
ず
」
と
あ
り
、
宋
の
柳
永
の

「
玉
胡
蝶
」
詞
に
「
双
燕
を
念
う
も
、
遠
信
に
凭よ

り
難
く
、
暮
天
を

指
す
も
、
空
し
く
帰
航
を
識
る
」
と
あ
る
。「
蟹
舎
漁
荘
」
は
陸
游

の
「
長
相
思
」
詞
に
「
船
蓬
を
側そ

ば

だ
て
、
江
風
を
使
い
、
蟹
舎
は
参

差
た
り
漁
市
の
東
」
と
あ
り
、
元
の
倪
瓚
は
「
漁
荘
秋
霽
図
」
の
名

作
を
画
い
た
。

　

ま
た
、
旧
暦
で
は
年
末
、
新
暦
で
は
一
九
六
二
年
の
初
め
、
龍
氏

は
小
川
先
生
が
蘇
軾
自
筆
の
「
寒
食
詩
」
の
写
真
を
贈
呈
さ
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
て
、「
辛
丑
歳
除
、
小
川
士
解
教
授
の
寄
贈
さ
れ
し
東

坡
の
寒
食
詩
の
真
蹟
影
片
を
得
、
二
絶
句
を
賦
し
之
に
報
ゆ
」（「
歌

詞
集
」「
葵
傾
室
吟
稿
」
一
九
六
二
年
）
と
題
す
る
七
絶
二
首
を
作
っ
た
。

蓬
蒿
釈
耒
礼
金
仙　
　

蓬
蒿
に
耒す

き

を
釈す

て
金
仙
に
礼
し

丈
室
維
摩
総
解
禅　
　

丈
室
の
維
摩
は
総
べ
て
禅
を
解
す

猶
喜
罏
灰
吹
得
起　
　

猶
お
喜
ぶ　

罏
灰
は
吹
い
て
起
き
得
た

る
を

黄
州
寒
食
過
三
年　
　

黄
州
の
寒
食　

三
年
を
過
ぐ

　

「
蓬
蒿
釈
耒
」
は
、
蘇
軾
の
「
東
坡
八
首
」
第
一
首
に
「
廃
塁
は

人
の
顧
り
み
る
無
く
、
頽
垣
は
蓬
蒿
満
つ
」「
喟
然
と
し
て
耒
を
釈

て
て
歎
く
、
我
が
廩く

ら

は
何
れ
の
時
に
か
高
か
ら
ん
」
と
あ
る
。「
金

仙
」
は
佛
で
、
宋
の
徽
宗
の
詔
に
「
佛
は
改
め
て
大
覚
金
仙
と
号

す
」
と
あ
る
。

　

「
罏
灰
吹
得
起
」
は
同
じ
く
「
寒
食
詩
」
に
「
也ま

た
塗
の
窮
ま
る

を
哭
せ
ん
と
擬
す
、
死
灰
は
吹
く
も
起
き
ず
」、「
黄
州
寒
食
」
は
同

じ
く
「
寒
食
詩
」
に
「
我
れ
黄
州
に
来
た
り
て
自
り
、
已
に
三
た
び

の
寒
食
を
過
ぐ
」
と
あ
る
。

行
雲
流
水
感
遺
編　
　

行
雲
流
水　

遺
編
に
感
じ

詞
翰
驚
従
海
外
伝　
　

詞
翰　

海
外
従
り
伝
わ
る
に
驚
く

飛
動
龍
蛇
誰
得
髄　
　

飛
動
せ
る
龍
蛇　

誰
か
髄
を
得
た
る

宜
春
帖
子
自
光
鮮　
　

春
に
宜
し
き
帖
子
は
自
ず
と
光
鮮
た
り
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「
行
雲
流
水
」
は
、
蘇
軾
の
「
謝
民
師
に
答
う
る
書
」
に
「
示
さ

る
る
所
の
書
教
及
び
詩
賦
雑
文
は
、
之
を
観
る
こ
と
熟
せ
り
。
大
略

は
行
雲
流
水
の
如
く
、
初
め
よ
り
定
質
無
く
、
但
だ
常
に
当
に
行
く

べ
き
所
に
行
き
、
常
に
止
ま
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
所
に
止
ま
る
」
と

あ
る
。

　

「
飛
動
龍
蛇
」
は
、
草
書
の
円
転
彎
曲
す
る
さ
ま
を
形
容
し
、
唐

の
李
白
の
「
草
書
歌
行
」
に
「
恍
恍
と
し
て
神
鬼
の
驚
く
を
聞
く
如

く
、
時
時
に
只
だ
龍
蛇
の
走
る
を
見
る
」
と
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
年
の
春
、
上
海
の
新
聞
「
文
匯
報
」
で
「
中
国
詩
人

選
集
」（
二
集
、
昭
和
三
七
年
三
月
、
小
川
先
生
の
「
蘇
軾
上
」
か
ら
刊
行

開
始
）
刊
行
の
記
事
を
読
み
、
龍
氏
は
「
壬
寅
清
明
の
後
一
日
、
文

匯
報
は
東
京
の
消
息
を
載
す
ら
く
、
岩
波
書
店
は
方
に
中
国
詩
人
選

集
の
刊
行
有
り
、
略
ぼ
称
す
ら
く
、
中
国
詩
は
古
今
世
界
文
学
中
の

珠
玉
為
り
と
称
せ
ら
れ
、
彼
の
邦
は
千
数
百
年
来
、
即
ち
已
に
光
輝

に
接
触
し
、
特
に
熱
愛
を
加
え
、
心
霊
の
深
き
処
に
透
入
し
、
流
風

余
韻
は
、
彼
の
邦
の
人
士
の
情
操
中
に
充
満
す
、
と
。
渺
た
り
兮
予

が
懐
い
、
漫
り
に
絶
句
を
成
し
、
吉
川
幸
次
郎
・
小
川
環
樹
両
教
授

に
京
都
に
寄
す
」（「
歌
詞
集
」「
葵
傾
室
吟
稿
」
一
九
六
二
年
）
と
の
長

題
を
付
し
た
七
絶
を
作
っ
た
。

情
操
由
来
漸
漬
深　
　

情
操
は
由
来　

漸
や
く
漬つ

か
る
こ
と
深

く

内
藤
一
老
演
唐
音　
　

内
藤
一
老
は
唐
音
を
演
ず

蓬
窓
片
羽
輝
珠
璧　
　

蓬
窓　

片
羽　

珠
璧
輝
き

縞
紵
西
洲
思
怎
禁　
　

縞
紵　

西
洲　

思
い
怎い

か

で
か
禁た

え
ん

　

「
内
藤
一
老
演
唐
音
」
は
、
内
藤
湖
南
の
詩
作
が
ま
る
で
唐
代
詩

人
の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
龍
氏
同
時
期
の
作
の

詩
題
に
は
、「
往さ

き

に
張
孟
劬
（
爾
田
）
丈
よ
り
内
藤
湖
南
博
士
の
手

書
せ
る
一
律
「
空
し
く
羞
づ
薄
宦
を
半
生
謀
る
を
、
仍
お
慕
う
前
賢

の
四
品
に
し
て
休
む
を
。
…
…
」
を
寄
贈
せ
ら
る
る
を
荷に

な

う
。
附
註

す
ら
く
、「
丙
寅
歳
除
の
旧
製
を
録
し
、
孟
劬
先
生
が
文
を
作
り
馬

歯
を
祝
わ
れ
し
に
奉
謝
す
」
と
。
詩
書
双
絶
、
宛
爾
と
し
て
唐
賢
た

り
。
諸こ

れ

を
壁
間
に
懸
く
る
に
、
恍
と
し
て
開
元
間
の
人
物
に
瞻
対
す

る
が
如
き
也
」（「
歌
詞
集
」「
葵
傾
室
吟
稿
」
一
九
六
三
年
）
と
あ
る
。

　

「
縞
紵
西
洲
」
は
、
湖
南
の
丙
寅
（
大
正
十
五
年
、
一
九
二
六
）
の
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作
で
、
湖
南
が
張
爾
田
に
贈
り
、
張
爾
田
か
ら
龍
氏
に
寄
贈
さ
れ
た

一
律
「
山
荘
除
夕
」（「
内
藤
湖
南
全
集
」
第
十
四
巻
「
湖
南
詩
存
」）
に

「
三
世
の
書
香　

乙
部
を
研き

わ

め
、
一
時
の
縞
紵　

西
洲
に
遍
し
」
と

あ
る
。「
縞
紵
」
は
深
い
交
友
で
、「
春
秋
左
氏
伝
」
襄
公
二
十
九
年

に
「（
呉
公
子
札
は
）
鄭
に
聘ま
ね

か
れ
、
子
産
に
見あ

う
に
、
旧
相
識
の
如

く
、
之
に
縞
帯
を
与
え
、
子
産
は
紵
衣
を
献
ず
」
と
あ
る
。「
西

洲
」
は
江
南
一
帯
を
い
い
、
南
朝
の
「
西
洲
曲
」
に
「
西
洲
は
何い

ず

処こ

に
か
在
る
、
両
槳　

橋
頭
の
渡
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
は
湖
南
の
訪
れ

た
中
国
各
地
を
い
う
だ
ろ
う
。

　

こ
の
翌
一
九
六
三
年
、
吉
川
先
生
か
ら
贈
ら
れ
た
「
宋
詩
概
説
」

（
中
国
詩
人
選
集
二
集
、
昭
和
三
七
年
十
月
刊
）
の
答
礼
と
し
て
、
龍
氏

は
「
吉
川
善
之
教
授
は
著
わ
す
所
の
宋
詩
概
論
を
寄
示
さ
れ
、
漫
り

に
小
詩
を
拈
り
て
答
謝
し
、
兼
ね
て
小
川
士
解
教
授
を
懐
う
」
七
絶

三
首
（「
歌
詞
集
」「
葵
傾
室
吟
稿
」
一
九
六
三
年
）
を
作
っ
た
。

陳
黄
勝
義
久
成
塵　
　

陳
・
黄
の
勝
義
は
久
し
く
塵
と
成
り

誰
数
江
西
社
裏
人　
　

誰
か
江
西
社
裏
の
人
を
数
え
ん

切
玉
宝
刀
成
永
憶　
　

玉
を
切
る
宝
刀
は
永
憶
と
成
る

海
天
遥
契
酔
翁
真　
　

海
天　

遥
か
に
契
る　

酔
翁
の
真
に

　

「
陳
黄
」
は
、
江
西
詩
派
の
一
祖
三
宗
と
称
さ
れ
た
唐
の
杜
甫
、

宋
の
黄
庭
堅
・
陳
師
道
・
陳
与
義
の
う
ち
三
宗
を
い
お
う
。

　

第
三
・
四
句
は
「
酔
翁
亭
の
記
」
を
書
き
、「
酔
翁
の
意
は
酒
に

在
ら
ず
、
山
水
の
間
に
在
る
也
」
と
述
べ
た
「
酔
翁
」
宋
の
欧
陽
修

の
「
日
本
刀
の
歌
」
に
も
と
づ
く
。「
宋
詩
概
説
」
序
章
「
宋
詩
の

性
質
」
で
吉
川
先
生
は
全
詩
を
引
い
て
「
宋
詩
の
叙
述
性
」
を
詳
説

さ
れ
る
が
、
そ
の
冒
頭
に
「
昆
夷
は
道
遠
く
し
て
復
た
通
せ
ず
、
世

に
は
玉
を
切
る
と
伝
う
る
も
誰
か
能
く
窮
ら
ん
。
宝
刀
は
近
ご
ろ
日

本
国
よ
り
出
で
、
越
賈
は
之
を
滄
海
の
東
に
得
た
り
」
と
あ
る
。
こ

こ
は
吉
川
先
生
を
「
眞
」
の
体
得
者
欧
陽
修
に
な
ぞ
ら
え
る
。

果
知
詞
派
有
西
江　
　

果
し
て
知
る　

詞
派
は
西
江
有
る
を

雲
起
軒
前
気
未
降　
　

雲
起
軒
前　

気
は
未
ま
だ
降
ら
ず

禹
域
正
開
新
暦
日　
　

禹
域
は
正
に
開
く　

新
暦
日

何
当
把
盞
聴
高
腔　
　

何い

当つ

か
盞
を
把と

り
て
高
腔
を
聴
か
ん

第
一
句
に
は
「
彊
村
先
生
は
文
道
希
の
雲
起
軒
詞
に
題
す
」
と
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の
自
注
あ
り
。

李
唐
趙
宋
並
昌
詩　
　

李
唐
と
趙
宋
と
並
び
に
詩
昌さ

か

ん
な
り

二
妙
殷
勤
為
護
持　
　

二
妙
は
殷
勤
に
護
持
を
為
す

願
得
普
同
声
気
感　
　

願
わ
く
は
普あ

ま
ね同
く
声
気
感
ず
る
を
得
て

東
風
融
暖
粲
瓊
枝　
　

東
風
融
暖
に
し
て
瓊
枝
粲
た
る
を

　

「
二
妙
」
は
南
宋
の
趙
師
秀
が
「
二
妙
集
」
を
編
ん
だ
唐
の
詩
人

賈
島
と
姚
合
。
こ
こ
は
「
唐
詩
概
説
」
を
書
か
れ
た
小
川
先
生
と

「
宋
詩
概
説
」
を
書
か
れ
た
吉
川
先
生
を
い
う
か
。

　

さ
ら
に
こ
の
年
の
秋
、
龍
氏
は
「
癸
卯
中
秋
、
善
之
・
士
解
両
教

授
を
懐
う
有
り
」（「
歌
詞
集
」「
葵
傾
室
吟
稿
」
一
九
六
三
年
）
を
作
っ

た
。

夏
秋
常
臥
病　
　

夏
秋　

常
に
病
い
に
臥
し

矯
首
睇
飛
鴻　
　

首こ
う
べ

を
矯も
た

げ
て
飛
鴻
を
睇
ぬ
す
み
み

る

時
有
新
編
至　
　

時
に
新
編
の
至
る
有
り

相
望
皎
月
中　
　

相
い
望
む　

皎
月
の
中

度
人
心
転
赤　
　

人
を
度
し
心
は
転う

た

た
赤
く

流
影
鏡
懸
空　
　

影
を
流
し
鏡
の
ご
と
く
空
に
懸
か
る

未
覚
蓬
山
遠　
　

未
ま
だ
蓬
山
の
遠
き
を
覚
え
ず

游
氛
尚
幾
重　
　

游
氛
は
尚
お
幾
重

　

第
二
句
は
、
魏
の
嵆
康
の
「
秀
才
の
軍
に
入
る
に
贈
る
」
詩
の

「
目
は
帰
鴻
を
送
り
、
手
は
五
弦
を
揮
う
」
を
意
識
す
る
か
も
し
れ

な
い
。
第
五
・
六
句
は
、
そ
の
「
心
」
が
「
赤
」
く
、
月
光
を
放
つ

「
鏡
」
の
よ
う
な
中
秋
の
名
月
を
う
た
う
か
。「
流
影
」
は
、
唐
の

斉
浣
の
「
長
門
怨
」
詩
に
「
心
を
将も

っ
て
明
月
に
托
し
、
影
を
流
し

て
君
が
懐
ろ
に
入
る
」
と
あ
る
。

　

第
七
・
八
句
は
、
唐
の
李
商
隠
の
「
無
題
」
詩
に
「
劉
郎
は
已
に

恨
む
蓬
山
の
遠
き
を
、
更
に
蓬
山
を
隔
つ
一
万
重
」
と
あ
る
の
を
裏

返
す
。「
游
氛
」
は
流
動
す
る
雲
霧
で
、
晋
の
潘
岳
の
「
秋
興
の

賦
」
に
「
游
氛
は
朝
に
興
こ
り
、
槁
葉
は
夕
に
殞お

つ
」、
陶
淵
明
の

「
郭
主
簿
に
和
す
」
詩
に
「
露
は
凝
り
て
游
氛
無
く
、
天
は
高
く
し

て
風
景
澈き

よ

し
」
と
あ
る
。

　

こ
の
三
年
後
、
旧
暦
で
は
年
末
、
新
暦
で
は
一
九
六
六
年
の
初
め
、
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文
化
大
革
命
が
勃
発
し
、
龍
氏
も
恨
み
を
飲
ん
で
逝
去
す
る
こ
と
に

な
る
こ
の
年
の
初
め
に
、
龍
氏
は
予
感
し
た
か
の
よ
う
に
今
関
氏
、

吉
川
・
小
川
の
両
先
生
、
神
田
喜
一
郎
氏
に
あ
て
た
、
日
本
人
向
け

に
は
最
後
と
な
る
「
乙
巳
歳
晏
、
懐
い
を
日
本
の
諸
吟
侶
に
寄
す
」

七
絶
三
首
（「
歌
詞
集
」「
葵
傾
室
吟
稿
」
一
九
六
六
年
）
を
作
っ
た
。
そ

の
う
ち
の
二
首
を
あ
げ
よ
う
。
ま
ず
「
今
関
天
彭
詩
老
」
と
注
す
る

第
一
首
。

珠
玉
聯
翩
輝
海
東　
　

珠
玉
は
聯
翩
と
し
て
海
東
に
輝
き

天
留
一
老
扇
唐
風　
　

天
は
一
老
を
留
め
て
唐
風
を
扇あ

お

が
し
む

湖
南
博
士
原
先
覚　
　

湖
南
博
士
は
原も

と

よ
り
先
覚

促
膝
深
談
意
未
窮　
　

膝
を
促せ

ま

り
て
深
談
す
る
も
意
は
未
ま
だ

窮
ま
ら
ず

　

第
二
句
は
、
さ
き
の
「
壬
寅
清
明
の
後
一
日
云
云
」
詩
の
「
内
藤

一
老　

唐
音
を
演
ず
」
と
同
じ
く
、
ま
ず
内
藤
湖
南
を
い
お
う
が
、

同
時
に
今
関
氏
も
含
む
だ
ろ
う
。

　

つ
ぎ
は
「
吉
川
善
之
・
小
川
士
解
両
教
授
」
と
注
す
る
第
二
首
。

転
親
風
雅
協
壎
篪　
　

転
た
風
雅
に
親
し
み
壎
篪
に
協か

な

う

杯
酒
論
文
□
会
期　
　

杯
酒
も
て
文
を
論
ず
る
は
会
期
…
…

料
得
遠
游
帰
去
後　
　

料
り
得
た
り　

遠
游
よ
り
帰
去
せ
る
後

清
閒
顧
曲
顕
雄
姿　
　

清
閒
に
曲
を
顧
り
み
て
雄
姿
を
顕
わ
す

を

　

「
壎
箎
」
は
、
さ
き
の
龍
氏
一
九
四
一
年
「
八
声
甘
州
」
詞
に

「
壎
箎
の
奏
を
聴
き
、
華
顚
を
忘
却
す
」
と
あ
る
。「
遠
遊
」
は
、

あ
る
い
は
一
九
六
五
年
の
小
川
先
生
の
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅

行
を
い
う
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

「
顧
曲
」
も
「
雄
姿
」
も
呉
の
周
瑜
の
故
事
。「
三
国
志
」
呉
書

「
周
瑜
伝
」
に
「
瑜
は
少わ

か

く
し
て
意
に
音
楽
に
精
し
く
、
三
爵
の
後

と
雖
も
、
其
の
闕
誤
有
れ
ば
、
瑜
は
必
ら
ず
之
を
知
り
、
之
を
知
れ

ば
必
ら
ず
顧
り
み
る
。
故
に
時
に
人
の
謡
い
て
「
曲
に
誤
り
有
れ
ば
、

周
郎
は
顧
り
み
る
」
と
曰
う
有
り
」
と
あ
り
、
蘇
軾
の
「
念
奴
嬌
・

赤
壁
懐
古
」
詞
に
「
遥
か
に
想
う
公
瑾
当
年
、
小
喬
初
め
て
嫁
ぎ
了

り
、
雄
姿
英
発
す
」
と
あ
る
。

　

「
杯
酒
論
文
」
は
杜
甫
の
「
春
日　

李
白
を
憶
う
」
詩
に
「
何
れ
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の
時
に
か
一
杯
の
酒
、
重
ね
て
与と
も

に
細
か
に
文
を
論
ぜ
ん
」
と
あ
る
。

こ
の
句
の
第
五
字
は
不
明
だ
が
、
李
白
と
杜
甫
の
ご
と
く
、
吉
川
・

小
川
両
先
生
と
「
杯
酒
論
文
」
の
「
期
」
を
も
つ
こ
と
を
期
待
し
た

ろ
う
龍
氏
の
願
い
は
、
か
な
え
ら
れ
る
こ
と
は
終
に
な
か
っ
た
。
こ

の
年
の
暮
れ
、
勤
務
先
の
上
海
音
楽
学
院
の
紅
衛
兵
に
よ
っ
て
書

籍
・
文
物
の
す
べ
て
を
奪
わ
れ
た
龍
氏
は
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、

一
一
月
一
八
日
に
心
筋
梗
塞
の
発
作
を
起
し
、
死
去
し
た
の
で
あ
る
。

六
十
五
歳
だ
っ
た
。




